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的南
本稿
は、
一九
六九
年度の
この
「研究年報」
に載
った拙
稿
「滋賀県
の宮
座
の現
況||社会人
類学的予備調査」
のあ
とを
うけ
て、
昨年
(一
九七
O年
)
十一
月上t
中句
に行
われた
四
ケ所の集
中的調査
の概
要を、
中間報
告のかた
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
ちで
一応ま
とめたもの
であ
る。
更に詳し
い分
析や
考察
は、
本年度
(一
九七
調
査
と
湖
品
橋
統
一年
)
に行
われる予
定の湖
西と湖
北
の集中的調査
の同様な
中間報告
が終
っ
てか
ら、
これともあわ
せた総
括的検
討におい
てす
る考
えであ
る。
今回
の調
査 地として
何故、
この
四ケ
所を
選んだか
につい
て は、
前稿
でも
示唆
しておい
たが、
そ
の他にも
若干
の 理由
がある。
まず湖南
の甲賀郡信楽
町多羅尾
は、
同町上朝
宮にみる
如く、
かな
りくず
れて
いるとは云え
、
し 、
わ
ゆる株
座形態
を本質的
にそ
なえ
、それが村
落
の 階層分化
に結
び
つい
ていて
この
辺 りの山
間部
の 特色を
示すも
のと
して
、
一応
、湖南
の代
表例と見倣
し
うる
こと
、
しか
も上朝宮
より
も現在
で も宮座行事が
より
多く保
存さ
れ、
記
録文書も
かな
りある
こと
、調査
の便
宜にも
熱心
な御協力
が得られる見込み
であ
った
こと、
など
がその理
由であ
る。
湖東
は前
稿で指
摘した
如く、
株座
はほとん
どみられ
ず、
いわ
ゆる村
座が大部
分で
且、
そ
の組
織形態
は甚
だ多
様な
のだが、
限られ
た調査日程
・能
力・
費用か
らみて、
三ケ
所ぐら
いが適
当では
ないか
と思われた。
そこ
で官
座が
すで
にほ
とんど
崩壊し
たかにみ
ら
れる湖
東岸は除
き、
近江盆地中
心部から
鈴鹿山系
の山
裾に
かけて
、調査上
の便
宜と
御協
力と
いう
点で蒲
生郡蒲生町鋳
物師を、
調査日程
の関
係から
実
二九
営座
の社会人類学的
調査
I
際に
官口座行事を直
接に観
察できる
と
いう
点で
同郡竜王
町弓
削を、
周期
的に
，座
の組かえ
'を行う特殊な徹
底し
た村座形態
の例とし
て神
崎郡
永源寺町
石谷を、
それ
ぞれ選
んだ
わ
け
である
。
(付図参照
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お、今
回の
調査時
期と
日程に
ついて
、私事
にわ
た
っ
て恐縮
だが
、
おこ
とわ
りして
おきた
いのは
、昨年七
t八月
(暑中休暇
)
に調
査を計
画し
てい
たとこ
ろ、六
月末
に左
眼
を災い、
一ヶ
月半
の入院手
術の
止むな
きに至
った
。
ため
、その後の加
療保養もあ
っ
て、十
一月
に延
ばさ
ざる
を得
ず、
日程
も体
調や
講義と
のか
ねあ
いで
当初の予
定より
短縮せざるを
得なか
った
、
と
いう
事情
にあ
った
ことで
ある。
この
ため
調査
の不
備は少
くない
が、
今回
は止む
を得
ないか
と思う。一、 湖
南
甲賀郡信楽町
多羅尾
信楽町多
羅尾は
旧多羅尾
村で、
甲賀郡
で
も最南
部の水口
丘陵の奥
深
い山
間部
に位
置するが、
京都府相
楽郡南山城村
や三
重県
阿山郡島
ガ原
村
・上
野
市な
どに
援し、
いわ
ゆる伊
賀越
え
の要
路に
も当り、
早く
から治
政
・軍
略上
の要所と
して注目
され
て いた
ようで
ある。
こ
の地の
豪族
(地頭
) 多羅尾氏
が本
能寺
の変
の折、
三河
に戻る家
康の先
導
をした
功
によ
り、 後
に代官
に
と
りた
てられて、
幕府が
関西各地
に散
在する天
領の
一種の元
締の
よう
な役割
を果
すこと
にな
った
と
いう
のも、
この
よう
な地理
・地形的な意味
があ
った
ょうであ
る。
(写真
A①t③参照〉
このこ
とはま
た、
文化
的にも云える
こと
であ
って
、奈良
・京
都・
伊勢な
ど古
代
日中
世文
化の伝
承に
もかかわ
りあり
が深
く、信
楽が
近衛氏
の荘
園所
領で
あった
こと及
び、多
羅尾
の高宮神社
に
ある楠
の古
木に、
皇祖を伊勢に
配る
に際して、
この地
を通
っ
て神送り
した
とい
う伝承が
ま
つわ
って
いること
など
にも、
そ
う
した
よす がが偲
ば
れる。
多羅尾
は滝川
渓谷沿
いに
細長
く点と々
列っ
た集
落であ
って
ll
川上
から
順
に、
上出
・浦
出・中
野・下
出・茶
屋出
・新
旧のそ
れぞ
れ
一二、
四十戸
の字
(組〉
に分
れて
い
る||
海抜
は四
、
五百
米で
さして
高
く
はな
いが、
いかに
も山
深い山
村で、
この
ような
処に宮
座
の如
き伝統的神事
組織や儀
礼が
いま
尚かなり
存続さ
れ
ているの
も成程
と首肯さ
れるもの
がある。
神社
は伊
賀路
に近い上の高
宮と下
の里宮
神社
(多羅
尾郷
の中
心部
にあ
る)
が一対
にな
っ
た格
好だが、
高官神
社の方
がよ
り古い
とされ
(十
二世紀中頃、
仁平年間
の
建立と伝
承され
、神社
の
紋章は
近衛
家
々
紋と同じ、
祭神は
高官が火産
神 、
里官が
素蓋鳴尊
・大
年神
である。
(写真
A④t
⑥参照)
多羅
尾郷は
現在約
二O
O戸だ
が、明
治大
正期は
一八
O戸
位、
第二
次大
戦後
に二三O
戸位
に増
えた
時期を除けば、
徳川
期でも
一五
O戸程
度で、
二O
O戸
をこ
えた
ことは
ま ずなか
った
よう
である。
さて以
下、
官座
の組
織と行
事の概
略を記し、
差当
って問
題にな
る若
干
の
点を少しく
検討
する
ことに
しよう
。
宮座
は全体が
左と
右の
二つ
に分
れて
いる
。左の方
が戸
数が
少く
(全体
の
約三分ノ
一)
、
左は
殿様座
左右
への所
属は家
によ
って
代々
一定し
ている
。
などともよばれ
、右より
も格
が高
いと
されて
いる
。
これ
は代
官の
多羅尾氏
の家
系に
つな、がるもの
とも云う
が、
歴史的な確証
があるわけで
はない。
た
だ明治十七年
二月
攻正
の
「左座順番帳」
の冠
頭に、
破損
した明
治五年
の帳
面
から写しと
った
として
、元地
頭、
多 羅尾光弼
及び同家
々
臣
五名の
姓名 が
列挙さ
れ、
これ
らが帰
農
によ
って
座
附
した
ので
、
一代
限り
で座上り
(座
の
上位
に
つけ
る)なさ
しめた
云と々
あって
、右で
なく左
座に別
格で入
座
した
事実
が窺われる
ので
、 少くとも左
が上格で
あり、
そし
て多
羅尾氏
の家
系と
かつて
は多少
のつな
がりを
もつ
ものも
若干
はあ
った
の では
ない
かと
も思わ
れる。
因み
に、
多羅
尾家は、
現在、
宮座
に入
っておら
ず、
家はあるが当主
はそこ
に居
住
してい
ない。
宮座
の 社会
人類学的
調査
I
なお、
左と右が地域的な偏りをも
っ、
とい
うよう
な傾
向は全
くな
い。
宮座
へは数え
年、
十七才
の男子が
左右別
例に十
一月十
三日に届
出登録
し
入座
する。
これは祭
礼部
(祭仲間)
と称する、
いわ
ゆる若
衆
への
仲間入
で、
酒一
升と大根
一本
を持
って挨拶に
行く。
この前日
には長
老衆
(長と
書い
て
へ扶
拶にゆ
き、
そこで
酒
(濁酒)
のあ
らた
めが長
座
(オ
ト
オトナ
と読む)
ナザli
後述)
によ
ってな
される
から
、やはり
形式
的に
はこれ
が座入
であ
る。
祭礼部
は、
明治
二十六年の
「左座祭礼之仲間寄人(口
規約」
によ
ると
、結
婚前
の若
衆四O名で構
成さ
れて
おり、
規約
の内容も各地
にみ
られる
一般
の
若者
(衆)
組と概ね同
様な
ので
、要する
に若
者組と
見倣し
てよ
く、
宮座を
一種
の長
老制
日年
令階梯
制と理
解し
ようとする私
の立場か
らすれば、
青年
(若者〉
階梯
に他な
らない。
祭礼
部に
は細かな
(年令)
序列
区分や地
位役割分
担はとりた
てて見られ
こ、
、、 道、
ふト川、v品川H
一才
でも
年長の者に
は服
従しな
くて
はなら
ず、
年令序
列はかな
り
厳し
か
った
よう
である
ll
現在、
この
組織は
ほと
ん ど消滅
してい
る 。祭
礼
部の仕
事は祭
礼
・官座
の諸
行事の下
-準備
で、
上の高
官
・下の里
宮で
の宵
宮
の宮
龍りが
主な任
務である。
なお、
先の
「規約」
によ
ると
、祭礼部
の集
会
では
少く
とも二
五名
以上
の出
席に
よっ
て議
定しな
くて
はならぬとさ
れて
い
る 。結
婚すれば
自動的
に祭礼
部から
脱けるが、
これに
続く明確な
中年
階梯
の組
織
はない。
ただ
中壮年層
のもの
に狩
頭
(カ
リガ
シラ
)
と称
する職
分が
あって
、
これ
は猪
の害
を
防ぐ
のに
部
落 共同で
猪狩を
行うと
きの
頭役が
本来
の役
割であるが、
隣村と
の村
境の
係争事件
の調
停とか道
普請の監
督な
どで
も長老衆
(長座)
の意
を体
して
行動する
という
地位
である。
従
って
、
応
これ
は中
年階
梯に
当るとみる
こと
がで
きよう
。 狩頭
は左
と右
、
六名
ずっ
、
宮座
の
社会人類学的調査
I
計十
二名
である。
長座
(オ
トナザ
〉すなわち長
老衆
の座
は、
年預
(ネ
γ
ユョ
とよ
び年 頭と
も書く〉
と称
せられる長
老た
ちが、
左右十名
ず
っそ
れぞれ別個
に構
成する
長老階梯
で、
最長老か
ら座入登録
順ハ
年令順)
の厳
格な
序列づ
けが定ま
っ
ている
。そし
て二月
五日に
行われる山
の神
当
(後述〉
で、
最長老が座掌
(座
頭と
か座長とも
いう
)
として上
位か
ら左
右玉名
ずつ
の年
預
(広
義に
はこの
十名を座掌
H将
とよぶ
)
を招き、
左右
の神
主
(長座
の帳
面箱を管理する帳
面方
のこ
とで、
宮守とも
いう
)各一
名と宮司
(現在
は世襲
の宮
司職が
里宮
にあ
る)
が立
会っ
て、行事を
とり
おこ
ない
、長寿を祝
って
引退する。
そう
すると脇
長老
(次位
の長老)
が次
の座
掌にく
り上
る仕
組である。
この
間に、
年預
の誰
かが死
去すれば、
やはり
座入順
に従
って
次のも
のが長
座入
(年預
入)
して繰
上げ
補充
されるわけであ
る。
左右
それ
ぞれ
の長
座は
別個
に組
織
され
るが、
もちろん全
体
として
一対
の双分
的組織
であ
り、
宮座
の主要行事
では
すべ
て相
対し
て年
長順
に着
座する。
従っ
て厳
密に
は難
かしい
問題もあ
るが、
組織的
にも機能的
にもこれ
は社
会人類学
(民族学〉
で云う
ところの
双分
組織
の
一種
であると
一応
、見倣
してよい
と思う。
さて
、多羅尾
では，
七当'
と云
って
、男子は
一生のうちに七
つの儀
礼役
を順に果
すこ
とによ
って
、 無事
に生
涯を終
え、
天寿を全
うしたもの
とされ
る。
これは
、①紙
の当
、①成花
の当
、@月行司、
④三
月当、
@九日
の当
、
@祭当、
⑦山
の神
当、
とよ
ばれるも
のである。
①紙
の当は
、
二月
十日の水
ロ祭の
際に、
家々
の首
代田
の水口
に立てる
御幣
(ハデ
ウルシ
の木の枝
)
に
つけ
る紙片を各
戸から集め
る役
目であ
って
、 紙が貴
重であ
っ た昔
はかな
り
大事な役割
であ
った
。
いわ
ば、
一種
の集
金係
とも云えよう
。@成花
(ナリ
パナ
)
の当
も、
同じく
水口祭の際
、黒文字
の小
枝に餅
花を
つ け「
午王」
の
朱印を捺
した
紙片を
挿む祝木を
つく
る折に、
餅を
つい
て準
備を
する
役割
で
ある。
@月行司
(ガ
チギ
ョウ
ジ〉
は、
この
「午
王」
さんを
つく
るのが
仕事
で、
①や②を監督
する役であ 。
④三月
当は、
三月三
日
(い
まは四
月三
日〉
に五
穀豊穣祈
願のために里
宮で行
う儀
相
)(@
@と
共に最
も重要
な宮座行
事〉
において
、諸準備
一切
の賄
方を
つと
める
役割
で、
要する
に当
家
(こ
こ
ではウ
マヤとよぶ
のが普
通〉
である。
@九日
の当
は、
九月九
日
(い
まは十
月九日〉
に高
宮で
行わ
れる
④と
同様な
儀礼で
の当
家であ
る。
@祭当も、
内
容的
にはほとんど
同様な、
十月
十四
日に里
宮で
催される宮
座の秋
祭り
にお
ける当家である。
⑦山
の神
当は、
二月
五日
の山の
神祭
(昔
は西
谷と
いう
所
に社
殿が
あ
った
ようだ)
におい
て 、
前述
のよ
うに
長座
の最長老
が座掌と
し
て当
家の勤
めを
果し、
これ
を以
って生
涯の当
納め
とする、
いわ
ば目
出度く
引退する儀
礼である。
これ
らの当
番の
決め方は、
それぞれ
の当の役
割・軽
重に応
じ
て種
類
(正副
)
や人数
が異る
から
複雑
であ
るが、
いず
れの場
合も
共通原則
は座入
(年長)
順と
いうことで
ある。
そし
て、
ごく
大
まかに云
え
ば、
①が
二十才
位、
①が
二十代後
半から三十
代、
③が
四十代前半、
@@
が四
十代後
半から五
・六
十代、
①は
七・
八十
代
ハ普
通八
十才すぎ)
である。
かくて七
当は、
官座
にお
ける
通過儀
礼として
の地
位
(巳Z巳
印冨吉田〉
を年
令階梯的
に表
章し
てい
ると
、
みる
こと がで
きる
と思
う。
なお、
右の
当行事
・座祭り以外
の神
社の祭
儀としては
、高官
の四
月二
四
日の
例祭・
六月
三十日
の祇園祭、
里宮
の十
月二
日の
例祭
・七
月十
四日
の祇
園祭な
どがあるが、
これ
ら
は本
来、
宮座と
はあまり
関係が
ない。
また
正月
の諸
行事
(年
頭の種々
の 儀礼
や十
二月の山ほど
き)
とか五
月の
虫送りなど、
農耕や山
仕事に
まつわ
る諸儀礼も、
その多
くが
いまも
存続
し
ている
が、
昔ほ
ど宮座と
はかかわ
りあ
いがな
くな
って
いる。
これ
は後
述す
るよ
うに、
第二次
大戦
後の文
化H
社会変
化に
よ
って官
座そ
のも
のが弱
体化
し、
若干
の変
化を余儀な
くされた
こととも
関連して
いよう。
だが何
れに
し
ろ、
右
の当
行事、
座の
諸儀
礼が
、
いま
なお長
座を中心
に存
続し
ていること
は、
ここで
はつ
まると
ころ
、宮座
すなわち長
座である
ことを意
味するわけ
である。
そして
この
ことは
、
一種
の年
令階梯制と
しての
長老制
たる
宮座
の
本質
であって
、宮座
一般に
通ずる
のでは
ないか
、と思う
のだが、
以下
、多
羅尾
の長
座に
ついて
もっ
と検
討して
みよう。
現在
の左
長座の
年預を
序列順
に列
挙すると
次の如
くである。
① 
高田良
太郎
(明
治三
二年
座入、
八七才
)
① 
川合彦
太郎
(明
治三
八年
座入、
入十才
)
③ 
平
奥島
(明治三
九年座入、
七九
才〉
④ 
竹中
与一郎
(明
治三
九年座入、
七九
才)
@ 
有国
勇造
(明
治四
二年
座入、
七九
才〉
@ 
有国
銀三郎
(明
治四
二年座入、
七九
才)
① 
奥島
平次
(明
治四三年
座入、
七七才
)
@ 
下畑
与吉
(明
治四五年
座入、
七四
才〉
@ 市村
俊次
(大
正四年座入、
七二才
〉
③ 
下畑
藤之助
(大
正五年
座入、
七一才
)
①座長
の高
田良太郎と①脇
長老
の川合彦
太郎
と
の年
令の
ひら
きが大
い
が、
この間に左
座
への座
入がなか
った
のではな
く、
この間に底
入したもの
宮座
の
社会人類学的
調査
I
はすで
に死
亡してい
るからで
ある。
現存者
でこの
間の年
令のもの
は七
名お
るが、
いず
れも右長
座のもの
である。
これ
は始
に述べ
たように、
左の方
が
右よ
りも
所属戸数が
少いためにおこる
現象
で、
この
ために
相対
的に
は左
座
のもの
の方
が年
令的
に少し低
く年預入
(長座入)
できる
のが
普通
である。
この
結果、
左が
右よ
りも上座
(上格)
である
から、
たと
え年令
的に少
し低
くても
、宮座儀
礼に
おい
て常に上
席を与え
らるとい
う待
遇をうけ
るわけで
この
点、宮座
の双分
組織が
年令階
梯の序
列
にか
ら
んでいるの
は興
味深
い 。
③奥島平
一か
ら@有田
銀三郎ま
では同
年令で
あるが、
座入
の年
度に
は三
年
のず
れが
ある。
これは
それぞ
れ如何な
る理
由に
よる
のか
確め
てい
ない
が、
数え
年十
七才座入
という
こと
にな
って
いて
も、
座入
の月日
(普通
は十
一月
十三
日〉
と本人
の生年月
日との
かねあい
で一、
二年のず
れもお
こるので
あ
ろうと思われる。
⑮ま
た下畑
藤之助と同時
に座
入したもの
は他に、
⑪西尾
与八郎
(七
一才
〉
と⑫大井源
三郎
〈七
回才
)
の二
名がお
り、
来年
に年預入
する
のは
七
一才の西
尾氏
である。
西尾氏
は出
生月
日が下畑
氏よりお
そい
の
で、
同年
令で
も下位
に位
置する
ので
ある。
七四才の大
井氏
は本
来、
右座
の
家系
の森
川家の
三男に生
れ
一日
一、
右に座
入した
が、
後に左の大
井家
に墾
入
した
ので
、あら
ため
て左に
おくれ
て座
入して
いる
。⑮下畑氏も同様
に右
座
の家
系の平
田家に
生れたが、
左座
の下
畑家
の娘
と十
一才
で婚
約し、
その時
から
餐養子と
して
扱われた
ので
、十七
才で左に座
入
している
。
この
両氏
の
よう
な例は、
おそ
らく
いくらもあ
った
ことと思われる。
そし
て、
長男
で家
督を
つぐ
か、
次三男で部
落内
に饗
養子にゆ
くか正式に分
家する
かし
なけれ
ば、
たとえ
座入
(若衆入)
したとし
ても
、年預と
して
長座入に至るまで
多
羅尾
に正
式の座
員として居
住する
こと
は
一般に
なく、
まず
他出
する
のが
普
宮座
の
社会人
類学的
調査
I
通だ
から
、
この
よう
な場
合は自
動的
に座
順帳
(登録簿
)
から
除籍さ
れたも
同然
である
。
なお、
左長
座の現
在の宮
守
(前述
の如
く神
主とも
よび、
座順
帳な
ど諸帳
簿を管理
する帳
元で、
いわ
ば長
座
川年預衆
の世話役)
は⑩
下畑
氏であ
るが、
宮守
の決め
方
・任期
などに
は別にきまりはな
く、
長座
での
互選
による
(後
述三
七頁を参
照)。
十名
の年
預のう
ち上位五名
が座掌
(将と
も書く)
として
とり
わけ高
い位
置をもち、
中でも
最長老
が座長
(ま
たは座
頭)
で狭
義に
は
これ
が座掌と
よばれ
、長座
の最高
位を占め
る代
表者
であって
、次年
度に引
退す
るというこ
とは、
すでに触
れた。
ところで
、明治
十一二年
正月
の左
長座
の長株家名記録
簿と表紙
に書かれた
帳面を
みると
、冒頭
に
当村長田株
家の儀
ハ古来
より産
神座配
の長
家筋に
して
年々
五穀
成就
の
ための
祭礼氏子年番
に相
営み、
座配人名簿
を以
て当
番相当
て年
久しく
相勤
め、
年頭、
山ノ神
、狩討其他紙
の当
、成花
の当
、
三月
当、
九月当
等
を営
み
、村
方取
締来し候
、云
々 ・
と前書
きがあ
って
、次に左
長田
仲間所有地
として
、
三筆
、計一
反九
畝一
四
歩が
記
されて
い
る
。 別
に この文
書
の末尾
には
、左座
三月
当元田
地
と して二
筆、
五反
一畝七歩
の追
記が
ある。
この文
書に
は続い
て右
長田
仲間所有地
に
つい
ても
同様
に、
一反
六畝
一歩と三
反七畝 歩
(三月
当元田地
の追記分
)
が記
録され
、左右合計
で
一九
筆一
町二反
六畝三歩
とし
めく
くられて
いる
。
これ
は長
座の家
々が座祭り
・当行
事をとり行
うた
めに
、年春
で耕
作して
いた
田地
である。
文書
には
す
ぐ続
い
て、
次の
よう
な家名簿が
左右別
々に
記
され
て
いる
。
四
左座長株家姓名
北崎弥左衛門松山増平石崎
圧三郎
古川卯左衛門竹
中
平
八
片
岡
与
七
郎
西尾
庄左衛門
下畑
藤五部
奥田惣右
衛門
奥崎平兵衛
右現今勤役以下現
今絶家及
一時
休家
ノ分
杉本権
六郎
斎藤
杢右衛
門
吉住右
近衛門
藤尾九良兵衛金谷文左衛門市村与四郎上
田清
左 衛
門
若手
l鳩
半
平
大塚清兵衛長尾壮
右長田株
家姓名平
田
儀助
山本清助 田中伊左衛門西田議
右衛門
岩
君え
袖
平
高崎重助大原多平 宮田
勘右衛門
北川
弥三兵
衛
大原仁左衛門
右現
今勤役
以下現
今休務宮本
平三郎
樋
口
助
さて
、
この
長
(田)
株家姓名
は現
今勤役が
左右
い
ずれも
十名ず
つで
あっ
て、おそ
らく
座頭
から
年長
順に年
預た
ちを列
記したも
の
であ
ろう。
左座
に
おい
ては
現
今絶家及
一
時休家
ノ分
が十名
あるが
、こ
の
うちは
じめの四
名と
最後
の一
名が、
こ
の地で御
家中
とよ
ばれて
い
た多
羅尾代官
の禄
をは
んでい
た士分である。
そして
先述
したよ
うに、
明治初
年に帰
農し左に座
入した
も
のの
次
の世
代とみら
れる
のは
、
この
う
ち斎
藤杢右衛門と
長尾壮
一で
、
他の
杉本
・吉 住・
藤尾
三氏は帰
農によ
る座入者と関
係
がある
の
か否か不
明であ
る。
これ
らは
明
治以前
から
、
士分
のま
ま
座株をも
って
いたのか
も知れな
い
宮座
の
社会人類学的
調査
I
し、
ある
い
は帰
農
による
一
代限り
の別
格入座
者と
の何
らかの縁
故で、
その
座株を
ひき
つい
だのか
もしれぬ。
いず
れに
し
ても
、
杉本
・
斎藤両氏
は明治
期に、
吉
住
民は
大正期
に、
藤尾氏
は明
治から
大正
に
かけて、
それぞ
れ他出
してしまい現
在、
子孫
は当地
に
ない。
そこ
で当
時
(明
治十
三年
)
すで
に他
出絶
家し
たか
、
それ
に近い、
もしく
はや
がてそ
うな
る方向
にあ
っ
たとみて
よい
であ
ろう。
長尾壮
一氏
のところには
、
後の記
入とみられる、
明治
二
一年
ヨリ
勤務
ス、
という
文字
がみ
られる
から、
当時は
一
時休
の状
態であ
った
の
であ
ろう。
な
お現
人々勤
役の十名の
うち、
松山増平氏
と古川
卯左衛門氏
には
それぞ
れ明治
十六
年
休勤役、
明治十七年
休勤
役と
いう
後の記
入が
あり、
また
一
時休家
の
大塚清兵衛氏
にも
明治
二
十年勤務
ス、
との後の記
入がある。
松山
・
古川両
氏はその
後に他
出絶家
し
ておるし
、
長尾氏もず
っと
後だが
北海道
へ他
出し
ている
。
その
他の諸
株
家に
つ
いて
も
同様
に検討し
てみると
、
北崎家
は
苗
字
帯刀を許さ
れ永らく圧屋
川村
長も勤
めた
家柄だが、
いま
は絶
家。
石崎家
は
家系
は健
在だが、
いまは
男子
がない。
竹中
家は
い
まも健
在で、
当主は前
の
左座
宮守を
つと
めた
。
片岡家も健
在、
ただ
し男
子はま
だ年
少。
西尾家も健
d p ド 』
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いま
は男子な
し。
下畑
家は健
在で当主は現
在の宮
守。
奥田家
は
他
出し
てなし
。
奥島家
は健
在で現
当主は年
預。
金谷家も健
在だ
が、
現当主は
まだ
若い。
市村家
は
健
在で現
当主
は年
預。
上田家は明
治末
に他
出し絶
家。
奈嶋家も早く
に他
出してなし
。
大
塚家は健
在だが、
現当主
はま
だ若
い。
かくて明
治十
三
年当時
の左
長株
二十 家の
うちで、
現在
(昭
和四五
年)
も
家系
が続い
ているのは
、
石崎
・竹
中・片
岡・西
尾・下
畑・奥
嶋・金
谷
・市
村・大
塚
の
九家
で
あり、
これ
を当時
の書
き
方に
なら
って
みると
、
現今勤役
五
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
が竹
中
(与
一郎
〉・下
畑
(藤之助)
・奥
嶋
(平次)
・市
村
(俊次)
の四
家で、
一時
休が
石崎
・片 岡・西
尾・金
谷・大
塚の
五家である。
そし
て
当時は勤
役
及び
一
時休
であ
った
北
崎・松
山・古
川・奥
田・(
杉本
・
斎藤
は当
時す
で
に
絶家
と見倣し)
吉住
・藤
尾・上
回・奈
嶋・
長尾
の九
家はその後に絶
家し
て
いる
、
ということにな
る。
(なお、
以上
の諸
株家
の
地区的な偏
りは
みられな
い)
変動
のは
げし
い一
世紀近
い年
月を
経て
いるの
だか
ら、
約半数
の株
家系
が絶
えて
いるの
も
当然と
云え
ば当
然かもしれ
ない。
こ
の廃
絶分
のう
ち、
士
分か
ら帰
農したもの
やそれ
に類
似のもの
がい
ち早く絶
家し
たのも
一応
、う
なづ
けよう
。こ
れら
を除くと、
左の長
座は少
くとも
江戸後
期から
(現存
の
文書
では
寛
延元
年|
一七
四八|の座
配覚帳が
最も古く、
帳箱
の裏
書は
天明
元年
|一
七
八一
ーーの
再調製、
写真
A⑦
参照)
明治中期
ま
では
、
大体、
十数
家の株
仲間
で営まれ
てきたとみる
こと
がで
きるであ
ろう。
この
点は、
お
そ
らく
右長座
で
も同様
であ
っ
たと
思われる
(前
記の
ように、
明治十
三
年当時
では
十二家
)。
これ
はいわ
ゆる
P株座、
であ
って
、
村中
の氏子
一般
からな
る
グ村座
グ
方式
の宮
座ではない。
種々
の事
情
によ
っ
て明
治中
・
後期
から漸
次、
村座
に移
行したもの
とみら
れるが、
その過
程に
おけ
る座入
で、
格式
の
高い左
が自他とも
に抵
抗
が多か
った
ので
、
自然、
右が
相対的
に
戸数が多く
なっ
たのでは
なかろうか
と思
う。
と
ころで
株座
の形
態が全く消滅し
たのか
と云
うと、
そうとも云
い切
れな
い。
それは、
左鹿
で
は座
長講
(ザ
オトナ
コ
ウ)
と称し
て現
在行
わ
れて
いる
もので
、
こ
れは長
座が廃れ
かけた第二次
大
戦中
にで
きたよ
うだが、
上述
の長
株家
系のうちで
は現
在、
竹中
・下
畑・奥
嶋・
市村
の四
家の当
主が入
って
おり、
それ以
外では
終
戦前
の加
入が高田
(一良
)・
井
島(
清一〉・機
(七男
)
の三
家
(カ
ッコ
内
は現
当主名〉、
戦後
の
ム
ノ \
加入が幸田
(春吉)
・野
中
(金之助)
・中
森
(藤助)
のコ
一家で、
計十家
で組
織さ
れて
いる
。
戦前
及び戦
後の
加入家
は、
その時々
の欠
員を補
うため
に、
長座衆が
家柄
・財
産・当
主の人
柄な
どを合
議し
て加入を認め
たも
ので
、
応、
十家十名
で組
織さ
れる
ことにな
って
い
る。
これ
は現
在の開
放された村
座形態
の
長座と矛
盾す
るよ
うだが、
それと結
びつい
たかたちで
、
元の長
(座〉
株が
変容
し
て存
続
してい
るとみる
こと
もでき
るの
ではない
かと思
う。
かく
て問題を少し整
理して
みると
、
長座が
十数家
の株
仲
間によ
っ
て営ま
れてい
た株
座形態
の当
時に
おいては
、
座入登録
は
祭礼部
(若衆組)
衆入
として現
実的
な意
味をもち、
その後
は諸
種の当
(当
人l山
の神
当以外 への
学担
の七
当)
や狩頭を年
令階梯的
に経
過するが、
年預と
して長
座
入で
きる
のは
、
長座
株を
有する特
定
の十
数家
の老
当主だ
けであ
っ
た、
と考えら
れる。
村座
形態
に移
行して
からは
、
原則と
して
誰でも
一家
の当
主であ
れば、
年長
者と
して概
ね一定
の老
令に
達すれば
順次、
年預
u長
座入
できるよ
うにな
っ
た
。
ただ
この
場
合でも
、
むかし
の長
座株仲
間に似
た形
態の十
家からなる座
長講
が本
来の
長座と結
びつい
てお
り、
往々
にしてこ
の方
が日
常
は有意味な活
動
を営む
こと
がある。
もとより
今日
では
、
後者
は多
分
にリ
クレ1シ
ョ
ン的
な
意味が
つよ
い
ようで
あるが、
(当番)
の割
りふ
りなどは、
h 」
七当
の当
家
の座
長講
の席
で行われる。
結局、
社会変化
に対
応して
長庖
を実質的
に維
持
して
ゆくた
めの
方
式
ないしは
変容
の結
果な
ので
あろ
う。
(写真
A
⑩t⑫参
照)
現在、
長座
の座
頭
(最長老)
が毎
年山
の神
当を終
えて引
退する
という
のも
、
ある
い
は株座
の
当時は毎
年で
なく、
しかるべ
き適当な期
間は座
頭の
地位を続
けた
のでは
なかろ
うかと
推察さ
れる
111
この
点
につい
て
は、
十分
に確か
め得な
か
った
。
そう
でないと
、
長
座(
長老衆
)
として
の実
際的
な権
限が
よ
り年少
の世
代に
下降しす
ぎ
て具
合が
悪く
なる場
合もあ
ると
思われる
からであ
る。
なお、
長
座の帳
一見
守口守
口神
主〉
が左
右とも
代々、
もと
の株
家筋
のもの
によ
って
う
け継げら
れて
いるということ
も、
村康
化し
た長座
の
中に
株座
的意識
がの
こって
い
る一
つ
の事
実と
して
指摘
できる
で
あろ
う。
さて、
さきに明
治
十三
年の左
長座
の長
株家名記録
簿の中に、
長田
(座
〉
仲間所有地
の記
載が
ある
こと
を述べ
たが、
この
いわ
ば宮座
の財
産
(座田)
はその後
どうな
った
の
であ
ろうか。
こ
の記
録簿
には
、
先に触
れた長
株家姓
名の列
記に
ひき
続い
て、
次の
よう
な文章
がある。
右団地
ヲ
以其年当番
ノ者
自作
シ以テ祭
礼之営
来の処
去ル明
治八年
再々
地券御
改正御発
行
ユ付
村方
々法
ヲ
立本燦長田除
ノ外
都テ公
有田畑
悉皆公
ノ投
票ヲ
以売却
シ
後向
三月九
月祭
式当番
ノ者々
米四
斗宛払渡毎歳
五穀
成
就ノ為
祈
願の事
(下略〉
これ
から
察する
に、
これ
以前
に
はも
っ
と多く
の座
田があ
った
ようである
が、
とに
かく
明治
十三年に
は地租
改正
の影
響で
か
なり
を落札売却
し、
その
後は
宮座経営上、
その
収入不足分
は毎
年の
諸当家
が
自
らの負
担拠出
(当米
四斗
宛)
で補
うように切
換え
られて
いる
。
しかし
、
この
時に
のこ
さ
れた座
田も
その後
、
明治中
・
後期
にほ
とん
どが次
第に
売却換金
された
ようだ。
明
治三
十六
年に
は、
それら
によ
る元金
(基本財産)
が
合計
二百
五十六円五十
五銭と記され
、
これによる
利息収入
をも
って
宮座経営
がなされた
こと
が窺
われる。
なお
、
これ
ら座田
の
売却が大半
は
長株仲
間によ
っ
て落
札さ
れて
いるのも
当然と云
えば当然だ
ろう
。
(写真
A
⑮参照〉
この
よう
な宮
座経営
日財
産運
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
営方式
は、
明治中
・
後期
から
の換
金
後の金
利
によ
って
おこ
った
もの
ではな
く、
すでに徳
川期t明
治初期
ま
でも
、
座田か
らあが
る米
の貸
附に
よ
る利米
によ
っ
て経
営が
賄わ
れて
いた
よ
うであ
る。
今日
のこ
されて
いる
徳川期
の古
記録や覚え、
明治初
・前
期の記
帳に
この
こと
は
十分窺わ
れる。
いま
それら
を細かく
分析す
る手
段な
もたな
いが、
先述
の当
家に
よる
当米
の負
担拠出も
結局
は
それが積立米と
して
基
本財産
の中に
くみ入れられ
、
必要とする
もの
に貸
附
けられて利
米収
入を
はかる
手段
に供せられる
こと
が多か
った
、
と
推
察されるわ
けであ
る。
いま
も帳
箱の中に
のこ
されて
いる
前記
の徳
川
期の古
記録と
か、
長積立
米貸附名前帳
(明
治十七年
)
や玄
米借用証書
(明
治四十
年〉
など
の文
書はそ
うし
た証
拠であるが
(写真
A
⑭t@
参照)
、
同じ帳
箱
には
大正年
聞に京
都
へ他
出した
人によ
る長座
への
借
金返済
期限
の引
延ば
し
をもと
め
る手紙
の
断片も
まぎ
れこんでいた
りして
、
少くと
も明治末、f大
正
初期ま
では
、
長座
の株
座的な権
限が単
に宮
座の祭
儀にと
どま
らず、
経済的
な実権をも含む
もので
あっ
たこと
が察ぜられる。
おそ
らく、
徳川期以来
の
本百姓
層の高い
社会経済
的地位
を長
座株仲
間と
して
、
いわ
ゆる株
座に階
層
的に位
置づ
けた社
会構造が
、
弛んできたとは
云え
本質
的に
はこ
の頃
までさ
ほど
崩れ
て
いなか
った
の
では
ある
まい
か。
かつて
の
左の長
座株家
の
一つ
で
ある
下畑
藤之助
氏の
家は、
藤之助
氏が若
かっ
た大正
十年頃に
下男下女が
十
五人い
たと云
い、
また
終
戦前
で
も小
作米
が二
OO俵は下
ら
なか
っ
たと云う
から、
座株を
もてる
のは
、や
はりそれ
なり
の
社会経済的
な特
定上層に限ら
〔6 )
れて
い
たわけである。i主
ハ1
)
三月当
の儀
礼行
事の概
略は次
の如
くである。
まず、
左右
それぞれ
の長
座(
年
七
宮座
の
社会人類学的
調査
I
預)
が三月
二日
(いま
は
四月二
日)
の夜、
宮司職北
川弥
左衛門氏宅
(明治
末
まで
は里
宮にあ
っ
た座
小屋)
に、
前年
の三
月当
で当
渡しを受けた
当人左
右二
名ず
つ
を招く。
当人
はそ
れぞれの長
座への
御
神酒料を納
めて
、
当受け
の儀
式
を行
う。
御神
酒をカ
ワラ
ケ
(土製
の盃
)
に注い
で宮
司からお紋い
をv
つけた後
、
当人はそれぞれ
自家
にもど
っ
て清
水を
汲み、
かまど
を清め
る。
それ
から餅ニ
升二
臼
をついて
、
ζれ
で踏
形
(丸形)
の餅
九十
枚
をつ
く
る。
乙れ
に千
草
の輪
九O
個、
一寸
位の柳三O
本、
同
じ
く桃一
ニO
本、
握飯
三O
個、
皮付箸、
栗など
で三
O謄分
を取
揃え
る。
三月三
日
(いま
は四
月三
日)
は午
後
一時
に皇宮
へ
左
右の長
座と当人
(当家)
が集り、
当人は先に取揃えた
謄を本社前に
二十二膳
、
の乙
り
を末
社に供え、
御幣
でお放
をし御
神酒
を左
の座掌から右
の座
掌へ、
以
下左右
交互に座順
(年
長唄
)
にい
ただ
く。
次い
で御
供
えした膳
を同様に左
右
交互
に座
順に下
げ渡し
て饗宴
となる。
なお当
人は餅
一枚
ずっ、
来年
の当
人と
長座
(年
預)
は切餅二
切ず
つ
を下
げv
つけ
て持
帰る。
九日
当や祭
当も、
供物や
謄の内
容に多
少の違いは
あるが、
概ね
三月
当と同
様である。
(2
)
それぞれ
の当の指
し方
(当番
の決
め方)
は、
昭和三十二年に左
長座宮
守
の竹
中与市
郎氏
に
よっ
て記された
ものによ
ると次の如
くであ
るが、
これ
は
近年多
少の修
正を余
儀
なくされた
若干
の
点を除けば大
体、
従来
の
伝統的方
式に
の
っ
とっ
たものとみ
てよい。
文中、
「通り」
とは
正、
「し
で」
とは
副の
こと
である
。
三月
当、
九月当、
祭り当
々番
の指し方
一、
三月
当と祭り当は
一年
に座
の順
番により
、
一一名
宛指し
て勤め
さす
事、
但
し
皇官の
行事。
一、
九日
当は通り
一名は
座の順
番により
指し、
しで
二名は父
親のなき
者を
選
んで
指
し勤め
さす事、
高官行事。
一、
月行司
は
座の順
に
てこ
名
宛指
して
勤め
る事
。
一、
成り花は去年
紙の当
を勤
めし次の
人より二名
をし
て勤
めしめ、
紙の当は
その
年の成
り花を
つと
める人の次
より
順に
八名を書き出し
て月
行司
に指さ
しめ、
集会そ
の他
を勤め
さす事
(十日
行〉。
一、
山の神
は二月
五
日
、祭事
に参
加
する人十
名の
うち座
頭より五名
、次
に山の
神(
昔前)
五
名を参
加さす様に
心掛け、
年々
欠
けた人
の代
りを指し
てゆ
く事
。
一、
その
他、
十月
二
日の
例
祭、
四A
二
四日
の春
祭に宵宮より、
祇園
二
固と宮
簿りに
は午
後参
列する事
。
八
この
ような当
番の指し
方によ
ると、
若干
の当では
、
同じ当を同
一人
が生涯に
二度
以上うけ
るζ
とが
偶々お乙る
。
乙れは
グ当がえ
りp
と云
って
、
日出
たい乙
ととさ
れている
。
(3)
現在
は
祭礼部
は事実上、
ほ
とんど組
織的な活動が
なく
、鹿
入登録
は中
学新
卒者
で多
羅尾に在
村す
るも
のに
対し
て行
って
いる
。
(4)
長座
の株
座から村
座へ
の移
行は
実際
に
はど
のように行
われた
ので
あ
ろう
か。
古
老の記
憶で
は、
明治
末から大正初
期頃ま
では
、
座無し米と称
し
て秋
米
六升を
長座
へ納
入し
て座入
させたと云
う。
座無し
米の
ことは
古くほ寛
政十二
年
ハ
一八O
一)
の長
控名寄覚
帳に
も散見さ
れるが、
(写真
A
③⑨参照)
乙れ
が
明治u大正期
のもの
と全く同じ
意味を
もつも
ので
あっ
たか
どうか
は判ら
ない
。
(5
〉
前注
の寛
政期
の
名寄覚帳
には
、
長座所有
の
田畑は五十三筆
年貢
一石
七斗七
升と窺え
る
。
(6
〉
長座株家名
の間に同
姓が
一つ
も
みられぬ
ことは
、
多羅尾
に姓
氏
の数
が極め
て多い
こ
ととも
関係
があろうが、
一つ
には
座株を
もつ
ような上層
家
系の聞
に
、
系詩的な
いし同
族的な
つなが
りが欠
けているこ
ととも
関連があ
ろう。
なお
一
般に
本分家関係は
浅く分家
の数
もご
く
少い。
株家聞
の通
婚関
係はよく調
べて
いないが
、
多か
っ
たようである。
二、
湖
東
1 .  
蒲生郡蒲生町鋳
物師
蒲生町
静物師
(イ
モジ
)
はもと朝日野
村鋳物
師であるが、
日野町石
原
(旧
北比都佐
村)
に南
接する
一
五O 戸ほ
どの
部
落である。
県道近
江八幡
日野線
が部
落の真
中を南
北に縦
断して
いて
、
部落
のは
づれ
東
側を
近江鉄道が
これ
に平
行し、
西は
づれ
には日
野川
がやは
り平行
している
。こ
の辺
りは
県道沿
いに
部
落が
点と々
列って
い
るわ
けだが、
鋳物師
は大
体、
平均的な規模
で(
石原は約
一
OO
戸)
近江八幡
市よりは
日野
町市街部
にず
っと
近い。
近江鉄
道は
南の水
口町と
北の八日
市市
を
つな
ぎ、
鋳物師
の最
寄駅
朝日野
はその
ほ
ぼ真
中にあたる。
パス
は近
江八幡
・八
日市
・水口
いず
れにも
通じてい
る。
地形
的には近
江盆地
のや
や東
のは
づれに当る
が、
一見
して
甚だ素
朴で
のど
かな
農村
で都
市化
の影
響は
さ
ほど
感ぜられな
い。
ここの
旧村社竹
田神社
は
祭神を天
津 彦根命
・石
凝姥
命・天
目一箇
命・
大己責
命
・大屋
彦命とし、
現
在、
鋳物
師と石原を氏子と
して
いる
が、
かつて
はその他にも
岡本
・麻
生・
大塚
ハ以上
旧朝日
野村)
・小
谷
(旧北比
都佐村〉
など
を含む麻生
七郷とよば
れる、
いず
れも今
の県
道沿い
の諸
部落
を包
含した地
域の郷
氏神
(産土神
)
だっ
たと
云う
。従っ
て宮
座の組
織も全体と
してはか
なり
大規
模で
複雑
であ
った
らし
い。
その詳
細は不
明だが、
祭儀
での
役割に応じて例
えば、
だんじ
り(
鋳物
師のう
ち
の内座と称する特
定の家
筋の
諸家が
受持
つ||
内
座の
こ
とは後
述)
・獅
子
(鋳物
師のうちの新
村座と
よば
れるも
のの
分担)
・宝枝職
( 石原座が
受持
つ 〉・
神輿
(大村座が受持
つli
大村座
につい
ては不
明〉
な
どと云うように、
地域
的に何
らかの
分担が
決
って
いたよ
うだ。
記憶
の確か
な八十
t九
十才
の古
老たちにも
、そうし
た古
い形
態がほとんど
伝わ
って
お
らず、
差当
って
これ
を物語
る古
文書
・記
録も
ない
ので
そ
の詳
細な復
元はむ
づか
しい
が、
いず
れに
しろ
、鋳物
師と石原
から宮座が構
成される
という
現
在の形
態が、
やはり
本来のもの
であると云え
よう。
この
ことは
、竹
田神社境
内の
正面
社殿を
背に
して
左側に社
務所の棟
つづ
きが鋳
物師の、
右側
の棟
が
石原
の、
それぞれ
nし
ゅう
しべ
や'と称
する左
右
の座
小屋にな
って
いるこ
とにも
窺える。
ハ写真
B
①t@参照)
鋳物
師と石
原
では
、当然なが
ら鋳
物
師の方
が格
が高い
。こ
のこ
とは竹
田神
社が
いわ
ゆる
，いも
じp
〈鋳物師)
の
神と
して崇
敬さ
れて
いること
とも関
連して
いよう
。但し、
神社
の発
祥・建
立に
まつ
わる歴
史的な由
緒を正
確に記し
た文
書記
録はと
り
たててない
よう
宮座
の
社会人類学的調査
I
だし
、
口碑
伝 承も甚だ
不確で
ある 。古老が
伝える
ところでは
、
この
地の増
倉金右
衛門家
の先
祖
(現
当主
の秀
吉氏はその直
系と
いう
〉が、
宮中
に燈
龍
や釣鐘を
上納
した折
、燈寵
の火の
ともりが
良く、
その功
を賞せられた
ので
以後、
地名を麻生
から鋳
物師を名
のるよ
うにな
った
のだ
と云う。
その時
代
がい
つ頃の
こと
かは
伝えて
いないし
、また
鋳物
をしたというは
っき
りした
痕跡
や 証拠もな
いの
で誠に漢とし
た伝
承に
すぎな
いが、
鋳物師な
る地名か
ら何やらそ
のよ
うな伝
承に多
少
の真
実味も感ぜ
られな
くはない。
ーーなお
中世
には
、
八日
市近辺
は鋳
物の産
地とし
て知られて
いた
ようだ。
(「地方史
研究必携」
・岩波全書
、
二三
頁〉
。
さて、
宮座
へは
満十
五才にな
った男子が簡単な宮入り
の式
を行
って
入座
する。
以後、
結婚する
まで
が若
衆である。
むか
しで
も二
五t三十
才で妻
帯
する
のが
普通
だ
った
ので
、
この間
がい
わば若
者組
H青年階梯
である。
この
う
ちで二五
才位
のもの
一人が惣代と
して
互選される
他は、
別に細かな
年令
序列
区分や地位
役割
の確たるも
のは
ない。
ただし
、
一才
でも
年長のもの
に
対す
る日常
の服
従の規
律は厳し
かっ
たという
。結婚すれば
自動的
に若
衆を
脱けるが、
それ以
後四十九
才までが
中老
とよばれ
た中
壮年階梯
である。
こ
れにも
細か
な年
令序列区
分や
地位役割
の規
定は
ない。
さらに、
五十五九
才
までが
老人
(オ
トナ、
大人と
も書く)
で、
いわ
ば長
老階
梯であ
る。
ムハ十才
で還
暦
にな
るとオ
トナ
から
引退し、
以後は
とく
に呼ぶ
名称も階
梯もな
い。
オトナには
もちろん
年長順
の序
列が
あるが、
前述
の多
羅尾と
か他
の多
くの
宮座
にお
ける
よう
な、明確
で厳しい序
列区分を示す地位
の表
章
(名称〉
は
別に
ない
ようである。
オト
ナ衆は例
えば
四月
十五
日
の祭
礼で
は、
御輿渡り
のお
供を全
員で行
うなど主
要祭事
の主
体とな
って行
動するが、
概し
てオト
九
宮座
の
社会人類学
的
調査
I
ナ入りし
て聞もな
い五
十二、
三 才の者
が総
見
(ソ
1ケン
)
として全
体を
と
りしきる
こと
が多か
った
と云う
。従っ
て鋳
物 師の場
合は、
長老階梯
と云
っ
ても
、中老階梯と
の関
連が
つよ
いとも考えられ、
文字ど
うり
の 長老
による
祭事権能
の掌
握と
は云い
にくい点
がある。
宮座
一般で
六十
才
で引退と
いう
のは
かな
りみられる
のだ
が、
少し
早い
ようにも
思われる。
ずっ
と昔か
らそ
うだ
つた
のか、
ある
いは
明治初
期に
でも
その
ように
変っ
たのか
、多少、
疑
聞で
あるが、
少くとも現
在の
八、
九十才
の古
老の話では
、昔から
還暦で
オ
トナ
を上った
の だと
云う。
宮座
の祭
事として
は前記
の四月十
五日の
竹田神
社
の大
祭
(十
四日の宵
宮
と十
六日の
直会・
湯神
楽を含む
〉の他
、年
末と六月
の大
誠、
九月
一日
の八朔、
正月の年
頭行
事など
が主な
もの
で 、
これ らで
は上述
の
，し
ゅう
しベ
や'で
厳粛な儀
礼とそれ
に続
く盛大な饗
宴が
行われ、
オトナ
衆
がその主
体であ
る。
ここで
はオト
ナの座
がもたれ
、「し
ゅう
し」
と称する
儀礼行事
・会
食が
なされるわ
けだが、
その準
備と賄
いはオト
ナの聞
で年
長順
の当家方式
(当
番)
で行われた。
第二
次大戦前
ま
では
、米
で約十俵
の収
入を得る宮田
(ミ
ヤデγ〉
があ
った
ので
(戦後
の農
地解放
で失
った
)、
主に
これ
で財
政的に
は
宮座
経営が
なされたが、
いま
は部
落費から
多くの補
助をうけ
てお
り、
また
「し
ゅうし」
の規
模もず
っと
縮少
している
。むかしはオ
トナの
座による
「し
ゅう
し」
は月待日待など年
聞を通
して
、毎月
一、
二度は必
ずあ
って
盛んだ
った
ようだ
。
とこ
ろで
、竹田
神社
の 宮座
行事、
すなわち
オト
ナの
座にお
け
る「
しゅう
し 」
では
、内座
( ナイザ
)と
よば
れる
特定の家
筋の
十数家
で組織
される座
のもの
だけ
が正座に
坐り、
一段
と格式
が高
い。
それは現
在は十
四戸だが、
四
0 
地区
的に鋳
物師の
ほぼ中
心部
の区
画
(ク
ルワ
と呼ぶ〉
を占め
ている
。鋳物
師は全
体で十九
組の
クルワ
に分
れ、
内座
はその第
九組
である。
組H
グルワ
は戦
時中の隣
組で
はな
く、
むかし
からある地
区単
位で
あるが、
内座
の他に
は個
々の組に固
有の名
称は
ない
||徳
川期の五人
組制
度の
ときは全
体で三
十組
であ
ったという
が、
当時
でも
内座
はまとま
った
一組
だった
という
。な
ぉ、
現在
でもこ
の組
は、
各組が組会合
を聞い
て日
常の諸
事を協議
し、
さら
に各
組の代
表
(組長〉
が寄
合
って鋳
物師部
落会
を構成
する、
と
いう
自治的
な行政上
の下部機構
を営
むかたちを
とっ
ている
。だか
ら組長は各
組で互選
され
、部落会長
(鋳物師区長)
は部
落会で選
挙されるわけである。
いずれ
にし
ても
、内座
がこの
よう
な地域
組織に
おける
一単
位とし
ての
組日
グルワ
の一
つと
して
、むかしか
らまとま
って地域
的に部
落の
中心部を占
めてお
り、
それが宮座
(し
ゅうしを
行う
オトナ
の座
)
の中でも
特に高い地
位にあ
るというこ
とは
注目
すべ
きことで
ある。
このこ
とは
以下
に述べ
るよ
うに、
宮座
の
一般的諸行事
(し
ゅうし
)がか
なり廃
れてしま
った現在でも、
内座
にだ
け特有
の儀礼行事が
のと
されて
いる事
実と考え
合せる
と意味す
るとこ
ろが大
きい
ように思
う。
鋳物
師に
は竹
田神社
の他
に、
二の宮
及び
田村神社と
いう二
つの小
社が
あ
る。
二の
宮は竹
田神社を大宮
とか
本社
とか呼ぶ
のに対
する名
称で、
後者が
部落
から少し離
れた近
江鉄道線路
脇の深
い森の中に、
広い境
内と立派な社
殿・座
小屋
(し
ゅう
しベ
や〉
をも
って
いるのに
対し、
前者
は県
道沿い
の狭
い境
内の小
ぢんま
りし
た粗
末な
杜にす
ぎな
い。
ハ写莫
B④
参照〉
四月
十五
日
の竹
田神
社の大
祭で
は大
宮か
ら神輿
がこ
の宮ま
でお
渡り
になり、
社前
の大
きな石
台の上に
鎮座する。
なお
この
場合、
神輿
をか
つぐ
のは
鋳物
師のもの
だけ
だとい
うから
、先述
の大
村座と
いうのも
、鋳物師
の若
衆の座の
こと
で
はなか
ったろ
うか。
いず
れにしろこ
の宮は、
一種
の御
旅所な
いし
別宮
であ
る。
そして鋳
物師の人
々は
、
このこ
の宮
を鋳
物師の氏
神
として
いる
。竹田
神社が
鋳物
師と石原を氏
子と
して
おり、
且、
鋳物師
の方
が格が高
いこ
とか
ら、
このこ
の官の存
在は十分に
うなづ
ける
ことで
ある。
もう
一つ
の田
村神
社は部
落の集
落から少し離
れた田
地
の中の森の小
社で、
これ
も境内
は狭
く
社屋もご
く小さ
いが
、森厳な趣が
ある。
(写真
B
@@参照〉
これは
内座
の
家々
の先
祖の守
神と
され
、神明講
と称
する内座だ
けの
当家制
で祭儀が営ま
れて
いる
。年聞
を通して毎
月一、
二度
、社に献
灯し
て講
が催されるが
(献
灯は若
者の勤め
)、
宿をする当家
(当番〉
は正副二名の組
合せ
で、
正月
に
その年
度分
の順番が
クジ
で決められる。
ここ
では別に年
令序列や年長順
の
厳し
い規
律は
みられな
い。
(写
真B⑦
t@参照〉
。
この
田村神
社
の南
、田地
をはさん
で広畑
とよ
ばれる
内座の
家々だ
けの畑
地がある。
これ
は十
数戸分
に区
画が
できて
おり
、
それぞれ
に柿の
木などが植
えられて
いて
、
いわ
ば家
畑な
いし屋
敷畑
とい
った外見を呈
して
いる
。元は
ここ
に内座
の家
々の屋
敷
があ
った
のだ
、とも云
われて
いるが、
もし
かすると
、ある
いはここ
がず
っ
と昔
のタタラ
(鋳物場〉
の跡
なの
かも知れな
い。
(写真
B⑫
参照)
いず
れに
しろ
、
田村神
社や広
畑は、
鋳物
師に
おける内
座の特
殊な
位置づ
けを
実質的
に裏
付ける
ものとし
て重要である。
竹田神
社の祭
礼は、
先の
四月
十五、
六
日の
春の大
祭と同
様に、
九月
一日に
秋祭
(八
朔祭〉
があ
って、
このと
きは
神輿渡
御はな
いが、
神前相撲が
ある。
そして
こ の相
撲を
とる
のは
内座
の家
筋の両
親健
在の士
7十
五才
位の男
子に
限ら
れて
い勺
さら
に九
月十
六日
には
、内座だけ
の祭
が別に
田村神
社で行われる。
宮座の社
会人類
学的調査
I
この
他に内
座で現
在でも
存続
され
てい
る儀
礼としては
、山の神
祭
・野神祭
の行
事が
ある。
これ
は他
の組
〈ク
ルワ
〉
ではほ
とんど
廃れ
てしま
って
いる
が、
県道
を境
に東
西に
それぞれ
一対
の山の神
と田の神
(野神)
が一
つずつ
ある
もので
、内座
のは東に属
す
勺
(写真
B⑬⑭参照)
例の山の神
が野に下
って
田の
神にな
るという
農耕儀礼
(こ
こでは
八月ニ
六日
が野上祭
〉
である
が、
これ
も内座
では
毎年
正副二人の
当家制
で講
が営ま
れて
いる
。当家
の決
ある。 め方は
クジ
で、現在、
内座
は十四家だ
から七
年毎に
グジがひ
かれるわけで
さて
、現在
の内座
十四家
をク
ルワの
家並順
に南から列
記する
と次
の如
く
である。
① 
大塚行男
② 
増倉吉
彦
@ 
中村安男
④ 
若村関之助@ 森田英
二
@ 森田耕
作
⑦ 
増倉節子
@ 森田新@ 森田武平
⑩ 
外池定夫@ 宿谷
忠正
@ 
鎌倉義次
@ 
増倉秀吉
四
宮座
の
社会人類学的調査
I
⑭ 
増倉英
二郎
これ
らに
つい
て若干
の説
明を加え
ると
、
③は
増倉清士
口氏が
死亡
したあ
と、
その孫
(嫁
にい
っ
た娘の
息子〉
中村安男
氏が屋敷を
受つ
いだ
もの。
@
は@から
五年
前に分
家した
もの。
⑦は先
年、
敏郎
氏が死亡
したため
、
その
未亡人。
①は@
@の父
方叔
父に
当り、
戦災
で
宇都宮
から当地
にもど
って
、
分家
のか
たちをと
った
もの。
⑮は④
の分
家の
弥兵衛氏が
死亡後
の
屋敷を④
の甥
(妹
の
息子
)
が受
つ
いで
いる
。
@は森田進
氏
の
未亡人が
鎌倉氏
(やは
り鋳
物師
の人
〉
と再
婚した。
従っ
てこ
れ
らを
整理
する
と、
増倉系
5、
森田
系5
、
若村系2
、
大塚系1
、
宿谷系ー
となる。
増倉
系で
は前に触
れた
よ
う
に、
秀吉
氏が鋳
物
師の地
名の由
来に
つ
なが
る金
右衛門家
の直
系と
されて
い
るだけに、
⑬が伝
承
的に
は本
家とされ
ている
。
森田系
で
は@
⑨
⑫のど
れか
が直系
の本
家な
のだ
ろうが、
別にそ
うした意
識は
とく
に見
当
らない。
いず
れにし
ても
、
本分家意
識やそう
し
た実質的な差
異はほとんど
ない。
して
みると
、
右に述べ
た
よう
な家や
家系
の消
長は、
つね
に繰
返されてきた
こと
だ
ろうから
、
大事な
こと
は家
系
そのものも
さる
こ
とながら、
内座と
し
(4 ) 
とみて
よい
であ
ろう。
てのクルワ
のま
とまりであ
った
、
このこ
と
は今
迄述
べた
ような
宮
座に
おけ
る内座
の特
殊な
位置づ
けや
鋳物
師で
の祭
事
・
儀礼面
の
存続形
態
からみても
肯け
よう
。
従って
、
いわ
ゆるオ
トナ
(長老衆)
として
の年
令階
梯的な規
制
は他に較べ
て弱い
にし
ても
、
鋳
物師
では
「株座」
的
な結
合が
(それも地縁
的な結合
室
長打ち
されて、
「村座」
組織を
と
って
いるこ
こ
の宮
座の
中に、
遺され
、
ある
い
は併存し
てきで
いる
、
と見倣
して
よいの
ではない
かと思
う。
四
主
(1
〉
現在、
公民
館の指
導で組
織され
ている
鋳
物師
の老人会
(老
人クラ
ブ)
は、
七十
才以上
の男
女四三名
(男子が
大半)
が会
員で、
集会の
出席もよ
く活動も
なかなか
盛ん
である、
と
の社
会教育
主
事の話であ
った
。
(2
)
ζ
の相
撲は男
女の
縁結び
を象
徴
するものと云
われ、
赤揮が女
・ 白梅
が男と
なる。
そし
て
H二つ
どもえ
の女
武者、
粗忽
にかか
っ
て恥
かく
なp
という
慨し
言葉
の下に、
行司が男
女い
ずれもが勝
つよ
う
に勝
負を裁く
の
だと云
う。
(3
)
乙
の東
西の別のよ
うな
双
分的
なも
のは
、
宮座
組
織の中にはみ
られな
い。
と
れは
県道
(街道〉
による、
単な
る地
区
的二分のようで
ある。
他方、
宮座
には
先述
のよう
に全
体
とし
ての
座
構成が鋳物部と石
原の二部
落によ
って
なさ
れる
という
、
地域単
位の双
分
が、
路格
の上下
とか
らんで機
能し
ている
。
(4
〉
内座
十四家は檀那寺
とし
ては
、
すべ
て涌
泉寺
(臨済宗)
の檀
家である。
ζ
の寺に
は他に鋳
物
師の家
一五戸ほど
の檀
家がある。
鋳物師
に
はこ
の他
、
西誓
寺(
浄土宗γ
蓮行寺
(一
向宗)
があるが、
これ
ら
へ
の檀
家帰属
に
は内
座
のよ
うにクル
ワH
組
とし
てまとま
っ
たもの
は見られ
ない。
鋳物
師には日野
町増
田
ハ石原
に隣
接
)の
明性寺
(一向
宗)
の檀
家である家
もあ
る。
墓地
は明治
初期
に、
部落共同募地が
できた折に、
寺派
・捜家とほ無関
係にク
ジ
で各
家に配
分
された。2. 
蒲生郡竜王
町弓削
竜王
町弓
削
(ユゲ
)
は、
もと鏡
山村弓削
で七十戸ほ
どの部
落である。
前
述の鋳
物師
から
西北
へ
約十粁、
日野
川に面し
て対
岸はも
う近
江八幡
市で、
先の県
道近
江八幡日野
線のも
う
一つ
西
よりの
地方道
近江
八幡
水口線
が、
部
落の東
側八百
米ほ
どのところ
を、 同じ
く南北
に通
って
い
る。
この
道路が
日
野川を
こえ
た対
岸が
近江八幡
市倉橋部町
である。
また
、
この
道
路を南
に約
三粁い
っ
た地点から少し西
に入ると
、
この
辺り
で
は楼
門や
社殿が
重要
文化
財指定
で知られ
てい
る綾
戸部落
(竜王
町、
旧苗
村)
の苗
村神社が
ある。
こ
の
苗村神社及び
先の倉
橋
部の
安吉神
社と弓
削の小
日吉
神社
(旧村
社
・祭
神
は大
山咋命〉
とは
、ともに古
来、
大和国宇
多郡
の安吉大明神と
のゆか
りを
もっ関
係の神
社だ
とされて
いる
。そ
の由
来伝承
に
つい
ては
、貞享
二年
ハ一
六入五
〉
の
「弓削村座
謂書」
に詳し
いが
、当面は
これ
に左
程か
かずらう必
要もな
かろう
。また
、
この
辺りは
古く
から蒲
生郡安吉
圧とよばれ
、中世
に
おいては
ずっ
と庄
園寺領
であ
ったよ
うで、
この弓
削の地に
は向
陽山瑞光
寺
と称
する七堂
伽藍が
あり、
それが織田信
長に焼かれて
から、
その後
、山王
権現と
して
再生する過程
で、
独特
の神仏混合
の宮座形態
が生
じたこと
が推
察される。
寛文
七年
(一
六六
七〉
の
「向陽山瑞光
寺七堂
伽藍謂書」
には
、
明応年間
(一
四九二t
一五O
O〉
の古
帳残片
から
写しと
って作
製し
たとい
う表書
きが
あり、
当時
の伽藍の図
面も遺
されて
いる
(私が
実見した
のは
、
昭和
七 年の
再写〉
。
この
山王
権現が維新後
の廃仏棄釈
・神
仏分離
で小
日吉
神社の社
号にな
っ
たわけだが、
実態
はさして
変
って
いない
ように
思われる。
すなわち、
小日吉
神社の宮
座は、
瑞光
寺を継承し
てい
る通
称、
安吉山阿
弥 陀寺を直
接 、管理運
営する
主体
でも
あ
勺
この
阿弥
陀寺
はもちろん
住職
はない部
落有
のもの
でハ
一応
、大津市阪本
の天
台宗西教寺
の末
寺と
な
って
いる
)、
部落
のほぼ中
央、
小高
い台
地に
あるi!なお、
第二次
大戦後
の農
地
改革
までは
この寺に付
随し
た寺田
(つ
まり
宮座
でいう
座田
・神
田に
あたる)
が約
一町歩あ
づた
が、
売却処
分された
。むかしは
、
これ
より
少し
離れた処
に釈
迦堂が
あ
って
、近年
そこに
長老衆
の手で記
念碑が
建
てられた。
(写真
C
①t@参照〉
かつて
はこ
こも
阿弥陀寺
の 境内だ
った
のだ
ろう
。また
、
これ
と相
対して
八幡
宮もあ
った
ようだが、
これは現
在は小日吉
神社の境
内に合
記 され
てい
る。
ハ写真
C@ 参照)
小日吉
神社
(も
と山
王権現〉
は部
落の南
宮座
の社
会人類
学的
調査
I
はづ
れ、
少
し低
い団
地つ
づきの森
を境
内とし、
E面
の本
殿とそ
の前
面の張
出し
の舞
台は
この
地方の典
型的な様
式を示す
中程度
の規
模の社であ
る。
本
殿石
垣の向
ってす
ぐ右
脇に、
組末な燈小屋
(儀礼
を催すとき
に中に沢
山の
神燈
をと
もす〉
があ
り、
左手
には社
務所と
それ
に続
く細長
い座
小屋
(し
ゅ
うし
べや
)がある。
(写真
C@t
①参照)
社務
所に
は昭
和十四年
の村社昇格
記念
に増
築された畳
部屋
があるが、
後述す
る如
く、
そこ
は宮座
の長老衆
(オ
トナ
〉が着
座す
る場所
である。
これと襖で仕
切られ
た細
長
い板
敷の棟
つづ
きの建
物が
本来の座
小屋
で、
ここ
には
以下
の座
員
一間が左
右に分
れて
年長順
に着
座し、
ここで
いわ
ゆる
，し
ゅう
し'
(宮座
の諸
儀礼
・直
会n饗
宴〉
が催されるわけであ 。
しゅ
うしに必
要な大鼓
・飯
びつな
どは
、
ここ
に常
置さ
れて
いる
。(写真
C@t@参照)
さて
、弓削
では
長男
(跡継ぎ、
また
は家持ち
と云う
〉が数え
年で
一五
才
にな
った正
月に、
小日
吉神
社に詣
でその旨
を神
前に奉告
し、
十二
人長老
(オ
トナ
)i後述
ーーを自
宅に招い
て振
舞い
(賄
い)
をし
宮座入する
(村
人となる
〉。
これを烏
帽子着と称
するが、
今日
でも
古式
どうり
の装束
一式
を着
て、
しきた
りに従
った儀
礼を行
って
いる
。(写真
C⑫
t⑭参照||冠
は
古い
のが
傷
んだの
で最
近、
京都
で新
品を
しつ
ら与
えた)
期日は
一月十t十
五
日が普
通だが、
都合
でご
、三月に
な
っても
、また十二
月でも四月
でもよ
い。
つま
り家持
ちでないもの
は通
常、
烏帽子着
の儀
礼は
しない
から、
次
三男
、
宮座
の正
座員で
はない。
座入
すると
8座
下り帳8
と
いう
登録簿
に記
帳され
るが、
以後
これが
当該座員
の座
順
(序列〉
を生
涯にわた
って律
する原簿と
なるわ
けだ。
(写真
C@
t@参照)
次三男で
も部落内
に分
家すれば、
希望
によ
って
入座
(村入)
できる
し、
移入戸
で永
住をき
めたものも
同様
である
。
四
宮座
の
社会人
類学的
調査
I
これ
らの場
合、
烏帽子
着は
ない
が 、
(3 ) (4 〉
オトナ
へ の振
舞は同じ
である。
なお
、 宮座入が
この
よう
な、
いわ
ば成
年式と
して思
春期に
なされる
のに
対し、
出 生時
には
宮座に
かか
わる通
過儀
礼はとくに
ない。
ただ、
男女
にか
かわ
らず、
赤ん坊
が生れる
と長
老衆
に届
出るこ
とにな
っ てお
り、
この
とき
に，
けが
し米'
と称し
て玄
米
(三
等級)
二升
をオ
トナ
に差
出す。
現在
は、
米に相
当する金
納で
四百円で
ある。
この
米は
一 月二
九日
に年
行司
(当家〉
の家で
餅に
つき
、その
餅をそれ
ぞれ当該
の出
生子
の家に
，花び
ら餅'
とし
て配
る。
これ
を
，当
がえし'
と一
式って
いる
が、
当家
として
の勤め
(義務〉
を果
さしてい
ただく
ことの
村民
へ の礼
心を
、 吉事が
あ
った
家々
への祝
餅
に
ことよせ
た意
味も
ある
ので
あろう
。
この
ときに
は 、 年行
司は別
に長
老衆
(こ
の場
合は八人
長老ll
後述〉
を招
いて
、 振舞を
しな
くて
はならな
い。
いず
れにしろ
、出生時
に オト
ナに届
出ると
いうこ
とは
、
やは
り通過儀
礼の
始めと
しての意
味があり、
それ
はけ
がし
米H
花び
ら餅と
いう
物的
・儀
礼的
なも
の に裏
打 ちされて、
長老衆
や当家が
これ
を 演出
している
、
と解
しても
よかろ
う。
天保五年
(一
八三四
)
の長
老 衆に
よる
「生
子年月
日覚帳」
(写
真C
@t@参照)
をみても
、 出生時
にオトナ
が
一応
、 将来
の宮
座入
(烏帽
子着)
にそ
なえて男
女別
・ 生年
月日を記
録し
てお
こうとし
た配慮
が窺われ
るよ
うに思
う。
ところ
で宮座入り
に際し
て、
本人
は左の座に入るか
右の
座に入る
か決め
なく
ては
ならな
い。
宮座が
全体と
して
左右二
つ に分れて
いる
から
である。
そして
、左の方
が右よ
りも格
が高
いと
されて
いる
。
この
こと
は長
老衆
(オ
トナ
〉
におい
て左
が七人
、右が
五人
(計十
二人
長老〉
とい
う 人数
の多
寡に
も現
れて
いる
。
オトナは
もちろ
ん座入
(年長〉
順の序
列で、
最高 が一番
尚
四
回
( イチパ
γジ
ョウ
、尉と
も書く
〉、以
下二、
一二番
尚と
つづく
。左の
七番尚ま
でと右の
五番
尚ま
でが十
二人長
老で
ある。
さら
に左
右とも四番尚ま
での
計
八人
が
八人
長老と
よばれ
、
一段
と格
式のあ
る重
い地
位である。
これ
らのう
ちの
何れか
が死亡し
て欠員と
なれ
ば、
座下
り(
座入順
)
に従
って、
順次
に
補充
し繰
上るという
仕組み
である。
ここで
、現
在
(昭
和四五年
十
一月
九日
)
の十二
人長老を
列記すれば、
次の如
くであ
る。
左
右
一番
尚
佐藤嘉十郎
花才
一番
尚
諸川繁次郎
叩才
" 
内山友吉
口才
" 
松瀬
半三郎
的才
" 
松瀬伊惣
一
" 
山中要治
的才
邸才
四
山中恒市
町才
四
松瀬喜太
郎
邸才
五H
小森
重三
臼才
五H
中島勇次郎
防才
松瀬
忠三郎
位才
七
山崎松蔵
臼才
この
左右の各
七
・五名
という
割り
ふりは、
天地
地紙、
陰と陽
に因ん
でい
ると
も云う
が、
それ
はと
も
かく、
十二人
長老
の
一人
としてオト
ナ入りする
こと
は大変な名誉
であ
り、
やが
て八人長
老にな
ること
はそ
れ以上
に名
誉で
あり、
さら
に
一番尚
になる
ことは
最高
の名
誉である。
従って
、順次
にこう
したそ
れぞれ
の段
階に達
すれば、
それ相応
の振
舞
をオト
ナ衆に対し
てしな
くて
はな
らない。
||注
(4
〉参照。
(写真
C⑧
参照)
この
写真は、
昭和田
五年十
一月八
日の午
後、
山中要治氏
(右
三番尚〉
が松
瀬喜太郎氏
(右
四番
尚〉
を誘
って
、
これか
ら山
中恒市氏
(左
四番
尚)
宅で催
され
る、
恒市氏
の
人
長老入り
の振
舞に招かれてゆ
くと
ころ
を撮
ったも
のである。
一番
尚は
原則的
には
終身
である
が、
折を
みて
、ある
いは都
合
によ
って引
退し
てもよ
L、。さて、
左宕
への帰
属は、
先述
の多
羅尾の
ように家
によ
って
一定
している
ので
はな
く、
父が
左なら子は右と
いう
ように、
世代毎
に交
互
になる
のが
原
則である。
これ
は左
右の
双分に
格の上で
違
いがあ
り、
オトナの
人数配分
で
もそうな
って
いるこ
とと
考え
合せると
、同じ座
員の
間で家
系に
よる不
公平
(5 一)
を招か
ぬよ
うに配
慮し
た規
制とみられる。
かか
る制
度は、
東ア
フリカの
若
干の種
族で、
年令階梯
制と双分
組織
の交
錯に
おい
てみる
こと
がで
き
るが、
偶然に
しろ
、
こうし
た組
織
・制度が
、未聞
と文明
〈民俗)
社会
に共
通
して
存在
する
のは興
味深い
ことで
ある。
弓削
の場
合の
双分は、
十二
人長老
・入
人長
老に
みる如
く、
あくま
で左
右
一対
のまま
全体で
一つ
のものとして
機能
する
ので、
双分
とは云え
、左なら左
、右なら右
のそれ自体
の自 立牲は
みら
れな
い。
この
点、
先述
の多
羅尾では
、左長座
・右長座と
いう
それぞれ
の自
立性を組織や機
能で
明確
にそ
なえた
上で
の
一対
日対
置であ
って、
かな
り意
味が異る
ように思
う。
とに
かく、
こうした
両者の違いも
一応
、注目
して
お
くべ
きであ
る。
この
点は、
当家
の方
式にも
明ら
かに現
われて
いる
。多羅尾
では
、
P七当'
が左右それぞれ
の座
によ
って
一定の方
式で
(座入
・年長順
にの
っとって
〉指される、
いわ
ば当家
(当番〉
であるが
、弓削
では
P年行
司(
当家γ
は年
毎に左
右の交
代でもたれる。
年行司
は座
下り
(座入
順)
に
よっ
て当たる
ので
、座下
り帳の
記載どう
りの
順で、
左右交互
にな
される
わ
けだ。
本年
(昭
和四五年
)度は、
須藤仙蔵氏
(左、
昭和七
年に座
入し五三
才 )で
、来年度
は木下松
雄氏
ハ右、
昭和
十六年に座入し四
五才
)
である。
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
そし
て再
来年
は中島
太寿郎氏
(左、
昭和九
年に座
入し五
一才
)
にな
り、
今C
らにその
翌年は
小森寛治氏
(右、
昭和十七
年に座
入し四回
才〉
という
順序
にな
る。
(写真
C@参照)
この
年行司渡
し
(当渡
し)
の儀
礼は、
十
月
十
四日に行
われる。
今回
の調
査は、
期日が
一ヶ月
以上も早
いので
、もち
ろん
この
儀礼・
しゅう
しは
見られ
なか
ったが、
十一
月九日
の秋
祭
(秋
節句、
も
立て
ハ湯
上り
γ
とは
九月九
日と
か十
月九
目だ
った
が、
収穫
の都
合でさら
に延び
た)
の
ρ湯
は一
通り
拝見
行事
とし
ゅうし
部屋で
のしゅ
うし
(饗宴)
(7) 
する
こと
がで
きた。
(写
真C
@t@参照)
とこ
ろで
、長老衆
(オ
トナ)
の勤めとして
、正式にきめら
れて
いる儀
礼
十二月
十四日
しゅ
うしは
次の如
くゼある。
講(
年行司渡
し)
" 
一一 十日
月十
一日
" 
十七
日
" 
日
二
月" 十五日
四
月
八日
五月
十七日
七
月
" 
三一日
八月七
日
0 
御
。
(古茂舗〉
" 
的化粧
祈
酵
0 
御
講
日
射
親
O浬
繋
。
誕
生
ネ斤
前零
日
O御
田講
0 
タ
汁
燈龍木建
四
五
宮座
の
社会人類学
的調査
I
十二月
十四
日の
年
行司
渡し
は前
述の
通り。
同二
十日
の古
茂舗
(コ
モシ
キ)
は二
月
一
日の
射
親(
イ
オヤ
)、
つま
り射
礼の儀
において
用いる
的の下
に敷
くコ
モをつく
る作
業の
ことで
ある。
一月
十一
日
の
的化粧
は、
その的
を
新ら
しく張り
かえて準
備す
る
こと
。
同十
七日の祈
博は、
阿弥
陀堂
でお
経を
あげて勤
行する
こと
。
同ゴ二
日
の御
講は
小
日士
口神社
で
のし
ゅう
し
(饗宴)
で、
これ
は十
二月
十四
・二
十日
の場
合も
同様。
二月
一日
の
射親
は前
述の通
りだが、
射礼
は八幡
宮の儀
礼で、
現在
は元八幡
宮
跡の道
傍で弓
がひか
れる
(こ
の射
手は左
右二人
ず
っ、
やは
り座下り順
で当る)。
同十
五
日の
担架は、
いわ
ゆる釈
迦浬繋
の
仏教義礼
で阿
弥陀
寺で執
行。
四月八
日の
誕生も同様
に
釈迦誕生
の
仏教儀礼。
五月
十七
日の
祈
祷は
一
月十七
日と
同じ。
七月
一日
の
御国講
(オ
ンダ
コウ
)
は稲の
成育を
希う農耕儀礼と
しゅう
し。
七月
三一日
のタ
汁
(ユ
ウジ
ル)
と八月
七日
の
燈箆木建
(ト
ウ
ロ
ウギダ
テ)
は仏
教儀
ネL
」れ
らのう
ち
O印
は
グ七講
グ
と称し、
とく
に重
要な
勤めとさ
れて
い
る。
以上
がオ
トナの
勤め
の主
なも
の
だが、
オトナの
うちでも八人
長老が実
質的
に関
与し、
十二人
長老
では
あるが
八人
長老
に入
ら
ぬ左五
・六・
七
番尚
と右五番
尚はやや
責任が
軽い。
従って
これ
ら四
名は、
八人長
老に
故障が
生
じた
場合
の補
充要員と
して
の意
味が
あるように思
われる。
これ
が右
一名
に
対し、
左三名と
いうの
は
、
それなり
に左の格
式を
重んじておるか
らで
あろ
ぅ。
なお、
これ
らのオトナ
の諸
儀礼
に
仏教儀礼が
かなりみられる
のは
、
前
述の如
く、
弓削
の特
殊な
歴史事
情を反映する
神仏混合
の宮
座形態
が今日
で
も根づ
よく
存続
され
ている
ことの
明
確な証
拠
に他な
らない、
と云
って
よか
ろ
う。
ロ ペ一\F ト←ノ
主
(1
)
明治
二九
年の
日野
川洪
水によ
る水
害で部
落の
一部が上弓
削と
し
てやや
南に
分れ
たが
(約
二十
戸)、
今日
に至るも
弓削部
落とし
てのま
とま
っ
た機
能には
別
に変
りな
い。
もとから
の集落は、
通常
、
下弓削と
も云
って
いる
。
(2
)
明治維新ま
では
、
弓削
にあ
る善
休寺
(門徒宗
で権
家は現
在、
十数戸||弓
削にはも
う一
つ
檀
那寺と
し真
宗の
正福
寺が
ある
・健
家は約
四十戸)
の住
職が
山王権現
の禰宜
(世襲専
属の宮
司
u
社掌)
を兼務する
かたち
をと
って
きたが、
維新後
の神
仏分離
で小
日吉神社と
な
って
から、
前述
の
苗村村
社の社
掌が
それ
に代
っ
て兼
務する
ことにな
った
。
と云
っ
ても
御神体
の御
幣は従
来同様に
、前
記の
阿
弥陀
寺に安置され
てあ
った
ので
、
善休寺住職藤
野了党
師は
社守
とし
て
その
管理をあ
づか
って
おっ
たの
だと
云う。
その
後、明治十
二年に
こ
の住
職が
本山役員と
して
京都
に出
向い
たの
を
機会
に、
社守を弓削部
落の
佐橋権兵衛氏
に依託した。
さら
にそ
の後
、
松瀬徳兵衛氏
が社
守た
ると
と
の希
望を申出た。
この
間、
益口
休寺
を継い
だ次の住
職藤
野了志
師も社守
たる
こと
を希
望し
たの
で、
そ
の後
はζれ
ら三人によ
る交
代制
で社
守が勤め
られた。
ζう
し
て若干
の
曲折があ
った
が、
現在
は昭和
四十四
年から松
瀬徳兵衛氏
の直
系の
松瀬徳男氏
が社
守である。
現今も、
乙
の他に善
休寺住職
・藤野
了証氏及び
佐橋権兵衛氏
直系
の佐
橋三雄
氏と
の三
名
(三家
〉の
三ヶ
年交代制
である。
この
ように、
と
こで
社
守と称
している
のは
、
禰宜
目
社掌
の
如く位襲専属
の宮
司ほど
では
ない
にし
ても、
ほぼそ
れに近い
何か
格式と名誉を
も
っ地
位のよ
うで、
ある穏の
信
仰
と
誇りを有
する
弓削住民
にと
って
は、
単に形
式的
なも
のとし
てな
いがしろ
には
扱え
ぬもの
である
ようだ。
(3
)
かつ
ては
大村座
・堂
村
座・
新村座と
いう
威
名の下
に、
若干
の家
筋による
「株
庖」
的な形
態があ
った
かに、
見うけ
られる形
跡も
ある。
もし、
そうだとする
と、
分家
や移
住戸
がど
の座
に加入
したかが問
題であるが、
調査し
た限りで
は、
ζ
の点は不
明である。
大村と
いうの
は弓削
村の
こと
のようで
あるが、
新
村と
いうのは
、
注(
1)
で触れた上弓削の
こと
か、
ある
いは
それ以
前の別の
とと
ろか
不明。
また、
堂村と
いうの
は弓
削の中のある区
域な
のか
どうか
、確
めて
ないので
、
よく
判らな
い。
いず
れにしろ
、
かりに株
庭
的であ
っ
たにしろ
、
特定
(上層)
家格
のもの
のみ
による
厳
しいものだ
っ
たと
は考えられ
ない
。
ど
うも地域的な座
名だ
った
らし
い。
そして、
大村
座が山
王権現
(小
日吉神社)、
堂村座が
安士口山阿弥陀
寺
(釈迦堂)、
新村
座が八幡
宮のそれ
ぞれ官口
座であ
った
ようにも
思われる。
注
(2
)の
社守
三家
は
、こ
うした
各
座の家
筋
を代
表
する
ので
はなかろ
うか。
乙れ
ら
の点
、
いず
れ確
めたい
と思
う。
現在
で
は弓
削全体
が完
全な
一つ
の
「村座」
だし、
以下の本
文でも明
らかな如
く、
ζの
村
座形態
の本
質は、
かなり
古くから
一貫
してい
るようにみ
られる
ので
、
こと
では
、
当
面あ
えてこの
問
題に
は立入らな
いで
おく
乙とにしたい。
(4
)オ
トナ
へ
の振
舞は、
最も正式
なも
のは
P司
振舞
H
(
(ツカ
サフル
マイ
)
とよ
ばれ
、 相
当な費用
にな
る。
その
膳
の内
容
を示す
と
次
の如
く
であ
る
。
鯛の焼
物
(大物、
時価八
百t千円位〉
ツク
リ(
刺身)
魚煮付ダ
イ
ヒ
キ(
エ ピ
・カ
マ ボ
コ・果
物)
スズリ
プタ
(折
詰
、時
価五
百
円位)
茶碗む
し
すのもの茶菓子その
他、
盛合せ
(二
血)
ζの
司
振舞は
十二
人の長
老衆
(オ
トナ
)
への
仲間入
(オ
トナ入
り)
のときに、
オト
ナを招い
て行
う場合
の
標準的
なもの
で、
オ
トナ
十二
人と他
に年行司ーー
その
年の当
家、
後述iー
の十
三人
前の謄
となるか
ら、
かなりの出
費である。
第二
次大戦
中の物
が乏し
いときでも
、
何とか都
合し
、
当時
の額で計二
五円
と
いう
範間
内で、
乙れ
に近いも
のを出
した
という
lll
二五
円の中の
一割を基本
金とし
て残し
た。
戦時中
の烏
帽子
着で
は、
二十
円が振舞の
基準額だ
った
とい
う。
諸事、
賛沢
にな
っ
た昨
今では
、
振舞も再び
かなり
派手
にな
って
きている
ようだ。
従っ
て
、
経済的事情
で振
舞
ができ
かねる
乙と
もで
てくるわ
けで‘
と
のために宮
座入
しなか
った
者
(家〉
も、
あっ
たと云
う。
ζの
乙とは
年行司
(当
家〉
の場
合も同様
で、
お
のず
から辞
退となり
、
その
結
果、
鹿を脱ける
ことに
なる
のも
止むを得
ない、
とさ
れた。
(5
)
明治
二五
年に十二
人長老立合
で記
録が始め
られ
た座下
り帳は、
現在
でもひ
き続
い
て記
帳
に用い
ている
ものだが、
(写真
C
⑮J⑫参照〉
その
下楠
(すな
わ
ち
右)
末尾
の松
瀬喜
治氏
(昭
和 四
五年
一月十
五日
振舞
)は
、木文
で
前記
した
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
右四
番尚
・松瀬喜太郎氏
の孫
ハ長男
の長
男)
に当る。
喜治
の父で喜
太郎
の長
男に当る松
瀬喜久男氏
は、
末尾か
ら五頁
前の上機
ハすな
わち左
)
に昭
和
十九
年一
月六
日振
舞
とし
て記帳され
て
おり
、
喜太郎
氏はさらに六
頁前
の下
欄
(右)
に記
帳され
でいる
。
乙
の喜
太郎
氏の父
・助左衛門
(楳太郎)
氏はそ
の
二頁
前
の上欄
(左
)に
のって
おり、
その
また父
ハ喜太郎
の組
父
)
・嘉
兵衛
氏はそ
の一
ニ
頁前
の上欄
(左)
にある。
ζ
の嘉
兵
衛の父
ハ喜太郎
の曽
視父)
・助
左衛門氏
は
その
ニ頁
前、
つま
り最
初の頁の上
欄
(左)
にあ
り、
そのま
た父
(喜太郎
の玄
祖
父)
・松
滅法山氏
(法山
は法
名〉
は同
頁の下
欄
(右〉
の冠
頭
にの
っ
ている
。
乙れで
みると嘉
兵衛
が本
来な
ら右
にな
るの
を
左にな
っ
た点が
原則と違
って
い
るが、
次の助
左衛門
(楳太郎〉
がまた左にな
って
、
それ
を是正し
てい
るか
に
思える。
いず
れにしろ
、
この
よ
うな若
干
の例
外は
ある
に
しろ
、
やは
り原則は
位代
毎に
左右交
互と
いう乙とのよ
うだ。
それにし
ても
、
一つ
の
座下り
帳に、
ともかく七代
にわた
って
記録
がの乙さ
れて現
在に及
んで
いる
というのは
、
注
目す
べき
興
味あ
る事
柄であ
る。
(6
)
例えば、
ケニ
ア
のパ
ン
ツ1
系農牧
民キク
ユ族
の場
合は
その
典
型的
なも
ので
ある。
こ乙
では
、
年令階梯制が
グ
マイ
ナ
グ
と
グムワン
ギ
グ
とい
う二
つ
に全体
とし
て分れる
が、
青年戦士階梯
の間
は潜在的な存
在で、
実際
に意味
をも
つの
は中
年H
年長者
・施政階梯
にな
って
からである。
とい
うのは
三十
t四
十年毎
にイトウ
ィカ
と
いう
儀
礼で、
この
双
方の悶で
施政権
能の交
代が
なさ
れるが、
この
とき
政治に
たづ
さわる
方では
年長
者階悌
が段
階
的にさ
らに四
つ
に序
列区
分され、
それぞれ
が
一定の機
能分担
をする仕組である。
野にある
一方
の
双分
にはこれ
がなく、
全体
とし
て単
なるオ
ブザパ
l
でし
かな
い。
この
双
分へ
の帰
属が父と息子で
は異り、
祖父と孫
では
同じ
であ
る。
乙の
双
分集
団は
内婚規制
をもも
つか
ら、
結局、
父方母
方いず
れ
の祖
父とも同
一の
双
分集
団に
属す。
か
くてキク
ユ
族では
、
いず
れにし
ても、
父と息子が
二代
つづけ
て
施政
にた
ずさ
わる
こ
とが
原則
的にできぬ、
というのがこ
の制度の規
制
原理だと理解
されよ
う。
ぇP
EP
〉・
出・
?
何回目件
、〉吟呂田門戸
〉mmin-白出血
ω百件再BW
5g-
H1PAF
C-
印叶u
由∞〉且、]戸]「∞-
(7
)
湯上
りは、
、こ
の秋
節勾と
七月
一日
の
御田
講
(田
植祭)
で行
わ
れるが、
写真
でみ
るように、
拝殿
下で大
釜に湯
を沸かし、
こ
の湯
を笹束
で浸
して
蹴い清
め
る、
なか
なか厳
粛な儀
礼である。
これ
は夕
方四時
頃から約
一時
間で終
った
。
四
七
宮座
の
社会人類学的調査
I
儀礼
の演
者は神
宮
(苗村神社
の社掌そ
の他
一名
)
と忍
女(
イチさ
ん
と
よぴ
、
近江八
幡市森尻
の岳
山家のものが
代々なる
)
で、
舞台
に上
って
乙れ
に立会
う
のは
左右
の一
番尚と社守及
び区(
弓削)
の区
長である
。
他の長
老衆は舞
台下
で
拝見
する。
湯上
り
のあと、
夕日が傾
く頃から、
座小屋
で十二
人長老を左
右
に分け
て上
座にす
え、
以下、
座下り順
に末
席ま
で着
座し
て、
し?
っしがなき
れるわけである。
乙の
問、
湯上
りを
すま
せ
ると、
神宮と
亙女
は社守
の家で別
に接待を・
つける。
なお、
との
日の
しゅ
うし
で
は折詰が出され
たが、
用意され
ていたのは
左四八番尚
・右四三番
尚ま
で、
計百余
折と相当量
の清
酒で、
とれ
を賄
う年行司
の出
費は、
やは
りかな
りの額になろ
う。
3. 
神埼郡永源寺
石谷
神崎郡永源寺町
は鈴
鹿山脈を深く抱き
こん
だ格
好だが、
木地
屋発
祥の地
とも云
われる君ケ畑
・蛭谷部落な
どの古い山
村民俗
や関西
の民
衆信仰
で親
しまれて
いる永源
寺の存
在で知られて
いる
。
この
永源寺町
の近
江盆地
に接
する先
端が
石谷で、
合併前
は旧
市原
村に属
していた
四十戸ほ
どの部
落であ
る(
現在、
四三戸
)。
西に隣
接する
瓜生津は
八日
市市
で、
県道高木
八日
市線
がこの
石谷部落を東
西に貫
通し、
東名
高速道路
の八日
市イ
ンタ
ーチ
ェγ
ジ
にも
近く、
交通
はか
なり便
利である。
従って
、東方背後
に山
容が近
くせま
って
いな
がら、
部落景観
も何か
近郊農村的
な趣が
ある。
ここの
白
鳥神社
(旧村
社
・祭神
は日本
武尊〉
の宮
座も、
こうした土
地柄を反
映し
てか
、極
めて
単純化
されたサパ
サパ
した'もの
で、
ずっと
古く
から徹
底した
「村座」
だっ
たよう
である。
現存
の記録文
書で
は明
治二
三年の
もの
が最
も古
くそれ
以前
は見当らな
いが、
天保生れ
の老人から
伝え
聞い
たという
、
八二
才の古
老の話
でも
、むかし
からず
っと現
在の
ような
制度だ
ったというこ
とであ
る。
氏子
は石
谷と東
隣
の
一式
部落
(三
八戸
〉
からなる
が、
それぞれ
に座
が
あり、
組織形態
は全
く同
様である。
神社境内
には、
本殿を
背に
して左
が
一
四
八
式、右が
石谷
のそ
れぞれ
の座小屋
がある。
(写真
D①
t@参照〉
これ
らは、
東及
び西の
g鐘り座'
とよばれる
(た
ちま
い、
とも称
する)。
いず
れも、
さ
ほど
大きくな
い粗
末な小
屋で
、格の上
でも
全く同等
である。
このよ
うに、
宮座
の地
域的双分
が全
く対
等で、
前述
の諸
例(
一般
)の場
合の如
く、
いず
れ
かが上
格で
はない
こと
には
二
応、
注目
してお
きた
い。
以下、
ここ
の宮
座の
あら
ましを
考察す
るが、
一式
もほとんど
同じな
ので、
石谷
の場
合だけを述
ベる
。こ
の地の宮
座の特
徴は、
一定
期間
毎に座の組
換がなされる
ことで
、
このよ
うな方
式は私の
知る
限り、
他で
はちょ
っと見当ら
ぬように思
う。
白鳥神
社では
、
四月十
日春
祭の
しゅ
う
し、
一月
四日の正
月の
しゅ
う
し、
十月八
日秋
祭の
しゅ
う
しが、
年聞
の三
大儀礼行事
で、
いずれ
も前記
の寵
り
座(
座小屋)
でしゅう
し
(儀礼
・饗宴)
が執
り行
われる。
この
うち正月と
四月に
は社
前で射
礼行事
もある。
この三
回の
しゅ
うしに
は、
毎回、
別々
の
当家
が賄をする。
つま
り年に
三回の当
家制
で約四十戸
を順
番にまわるか
ら
一巡
する
のに
概ね十三年
かかる
ことにな
る。
実際
には
、父が
死亡し息
子が未だ
幼か
った
り、
同じ事
情で女
だけ
の家
族だ
った
り
(ま
だ娘に聾
がこ
ない
〉、
当家
の番の
とき不
幸が
あ
った
りして
、
順番が
早
まる
こと
があるか
ら、
この周
期が
も
っと
縮まる
こと
もある。
いず
れに
しろ
、当家が部落全戸
を一
巡したかたち
をとると
、そこで
更め
て座の組
換が
行われる
ことにな
る。
現存
の記録簿
(当家組換順次簿〉
は、
明治
二二
年十月
・明
治三
二年
一
月・明
治
四一年
十月
・大正
七年十月
・昭
和五年
十月
・昭和十七年
二月
・昭
和二
九年四月
・昭和四
二年
十月
に、
それ
ぞれ
組換
が行われたとき
のもの
で
大体、
過去八十
年間に七
回の組
換が
あ
った
ことにな
るわけだ。
座の
組換
に
際し
ては
、それ以
前の座の組
織
・序
列・当
家の順
番は
一切が御破
算にな
っ
て、
更め
て座に加
わる部
落の
全一
戸
(新分家
や移入
家は
この
とき
参加〉
||
前記
の如く、
種々
の都
合で参
加できぬも
のを予
め除
く!ー
から
、各一
名、 ず
つが
座員と
して参
加する。
この
際、
長男が満
十五才に
達して
おれ
ば、
父は
何才
であ
っても座から脱
け、
かわ
りに長
男が
座員に
なる。
もし長
男が
十五
才未
満で
あれば、
父はひき
つづ
き座員と
して
のこ
る。そして、
やが
て長
男
が十五才
にな
っても
、
これは
変ら
な
い。
つま
り、
次の
座の組
換の時
期に、
父が
引退
して長
男が
入る
ことに
なる。
これ
は座の組
換時
期に、
たまたま
父
死亡
後で長
男が
未だ十五才
未満の家
とか、
同じく
娘に
まだ裂が来な
い家の
場合
に、
其後やが
て長
男が
十王
才に達し
たり
、娘に裂
が来た
ようなときで
も同様
で、
やはり
次の組
換ま
で待
たねばならな
い。
これはかな
り徹
底した
規制
だが、
一定胤期
での盛
の組
換というこ
とから
考え
ると
、当然
のこ
とで、
その周
期の間
(全期間中)
は、
座の組
織
・座員
の序
列
・当家
の順
番に混
乱
を生じ
させぬため
の処
置な
のである、
と解
釈できる。
つま
り、
組換
によ
っ
て更め
て全座
員を年
長順
に序
列づけ
、当家
もこ
の年
長順
に従
って順
番を予
め決
めてし
まうわ
けだから
、途中
で個
々の
家の都
合
によ
って座
員の
入替え
があ
ったり
、新加
入を認め
たりした
ので
は、切角
きめた
序列や順
番に狂い
がおこ
って
しまう
ことに
なる。
そして、
座員た
るもの
は一
家を代
表す
るも
の一
名
で、
それ
は宮
座か
らみて当
該期間
(周期)
中の
当主と見な
した
もの
11具体
的には
若い長
男であ
っても
ーーである
、とい
う理念
がここに
ある
ように
思われる。
ところで
、右に述べ
た規
制原
理を現
実
に適
用し
た場
合、
実際
にど
ういう
結果が
もた
らされる
かを
、次の
よう
な例を仮
に想
定して理
論的
に考え
てみ
宮座
の
社会人類
学的
調査
I
ょう
。そこ
でごく
普
通の
こと
とし
て蓋然
性が高い
とみられる、
父が
二八
才
のと
きに、
長男
が生れたとすると
、
この
長男が
十
五才
のとき
父は四三才で
ある。
この
とき、
偶々、
座の組
換の時
期にあたれ
ば、
父は早
くも四三才
で座を
脱け引退
し、
替っ
て長
男が十五才で、
その家の当
主と
して
早々
と入座する
。
ところ
が、
座の組
換 、がその前
年
にあ
ったば
かりだとし
たら
、
四二
才の父
は
次の組
換
までその まの
こり
、十四
才の長
男の入
座もそ
れま
で待たね
ばな
らぬ
。
この組
換の
周期を前述
の如
く、
一応
、十三年
として
おくと
、そのと
き父は
(お
+ロ
)
H五五
才で引
退し、
替り
に長
男 、がQ
hFI乙
ω)
U二人
才で
入座す
る。
さて
、前の場
合の十五
才で入
座し
たも
のが
、
やはり二
八才で長
男をも
った
とすれば、
彼は
(目
+ロ
)
H二八
才ま
でに
、すで
に
一周期を鹿
員と
して
過し
、この
間
に当
家も
一回
やっ
ている
。そして、
この最
初の座の組
換では
、長男
は生
れた
ばかりの零
才であ
る。
次の組
換では
、彼は
Q∞
+ロ
〉
日四
一才だが、
長男は十
一ニ 才でま
だ入
座資格が
な
い。
この
間に、
彼は
ひき
つづ
き座
員であ
って
、
二回
目の当
家をやる。
さら
にそ
の次の組
換ま
で、
ぐコ
まり
(出
十回ω)
U五四
才ま
で彼は
ひき
つづ
き三
周期日
も座員
をつづけ
、三
回目
の当
家をやる
ことに
なる。
こう
して五四
才で引
退するが、
替り
に入
座
する長
男は
(5
+H
3
H二
六才である。
かくて
この場
合、
十五才で入
座し
たも
のは、
五回
才で引
退
ハ退座〉
する
まで
、
一ニ 九年間
を座員と
して
過し
、
この
間に三回の当
家をする
ことにな
る。
他方、
もと
にか
えって
、
二入
才で
入座
した
もの
の場
合を考え
ると
、
(こ
の場
合も、
やはり二
八才
で長
男をも
った
とする
と)、
これ
も今
の計
算に
即して
みれば、
五四
才で引
退する
まで、
二六
年間を座員と
して
過し
、
この
間に二回
の当
家をする
ことに
なる。
四
九
宮座
の
社会人類学的
調査
I
そこで
以上の
ことから
、入座年令
は
一五
t一
一人
才、
退座年
令は四三t
五
五才
、座員
とし
ての
期聞は
一一 六t一二
九年間、
当家
は一
一・
三回
というの
、 が、
一応
の枠
として
出
てくるが、
これ
はもと
より
単純
に
モデ
ル化した
結果
の基
準にす
ぎない。
実際
には
、退座
の年
令はも
う少
し上
下に
のびるだ
ろうし、
入座年
令ももう少
し上に
のび
るだろ
う。
また
当家を
一回
しかしない場
合も
事情
によ
ってあるだろ
うし
、回国す
ること
だつ
であ
ろう
。ただ
肝心な
こと
は、
入座
の年
令が
下限は
十
五才だが、
まちまち
で、
且、
三十才
位にまで
も
及ぶ
こと
と、もう
一つ
、退座
の年
令が六
五t七O
才に及ぶも
のは稀だろう
から
、
まあ、
それ以下とすれば、
これは
他の
一般の官
座にく
らべ、
かな
り
年令
・世代構
成の
点で、
相対的
にか
なり上
限が
低い
(せ
い ぜい六
十才末満〉
というこ
とであ
る。
この
ことは
、 実際
に細
かく
検討して
はな
いが、
昭和十
七年と
二九
年の
二つの
当家組換順
次簿に
つい
て多
少、
当っ
てみた
ところで
は概ね右
の 推測が
裏付けら
れる
よう
だ。
そして、
この
石 谷の宮
座では
、 これ
までの
諸先例
でもみた如
き、
一般
の宮
座に
おける長
老
・オ
トナ
とか一老
二老
(一
番 尚・
二番
尚)
とい
った
名称
(呼称〉
がな
く、
また、
それ
に見
合
った
地位や
役割が
欠 如し
てい
る||引退後
の老
人を
よぶ名
称も
な
い。
座員
はもと
より
年長
順に厳し
く序列づ
けられるが、
それは地
位序
列であるとと
もに、
より
多く
は当家順
位を
示すも
のと
して
の意
味、
がつよ
いよ
うだ。
この
こと
は当
家組換順次
簿と
いう
座帳の表
記やそ
の記
録の書
き方
に も窺
える。
(写真D
④t⑨参照
)
これ
はここ
の有
座が、
官座
の基本的要素
の
一つ
とし
ての
年令階梯
H 長老制が
稀薄
に なって
、当
家制
、が前
面に出て
来て
い る形態
を示すも
のだ
、
と
理 解し
てよ
い だろう。
「村座」
がこ
こまで
徹底
して
くれ
ば、
ここに
至るのも
、正に
当然
のことだ
と肯けら
れるわ
けだ。
五
。
さて
、現在
のこ
って
いる
最も
古い記
録の明
治二
二年
十月六
日組
換の当
家
組換順次簿を
みると
、第一
頁の記
載は
次の如
くで
ある。
(写真
D ⑤参照)
明治廿
二年
十月六
日組換
同
廿三年
一 月四
日
初回
当家
松村勝次郎当家組合松村勝次郎山
田
τb 1=1 
杉沢
久五郎
杉沢拾吉松村源蔵杉沢徳次郎松吉勘蔵山田重介藤沢亀次郎山岡
太古
初回
当家
の松村勝次郎
氏は
、昭和
三九
年四月
の組
換簿で
の当家順
位では
十三番
目
(当
時三
六才
)だっ
たが昭和四
二年九月
の組
換簿で
は、
もはや
( 長
男に譲
って
) 退座
してい
る松
村勝
一氏
(昭和
四五
年現在、
四=一才
)
の曽
祖
父に当る。
勝次郎氏
の年
令は
確め
てい
ない
が、
おそ
らく
天保期
(一
八三O
t四一ニ)
頃の生
れで
はなか
ったろ
うか。
とい
うのは
、当家組合と
して
連記されて
いる二
つ自
のグ
ルー
プに
ある松
吉勘蔵氏が
ーーその次
男、
松吉捨次郎氏
(現
在入
二才
〉
の話で
はll
嘉永
三年
(一
八五O
)生れ
であ
り
(こ
の当
時、
三九
才〉
、且、
この組
換簿
の後
半
に連
記さ
れて
いる
当家順次ll
前述
の如
く、
年長順ーー
では、
筆頭
の松
村
勝次郎
氏から
六番目
に位
置し
てい
るか
らであ
る。
おそ
らく松
村勝次郎氏
は
天保末
期の生
れで
はな
いか
と思われるが、
そうだ
とする
と、
この
当時
五O
才前後と
いうことにな
り、
他の
一般の宮
座にお
けるよう
な最長老
とか
一老
〈一
番尚〉
と
いう
年令に
は程
遠い
と云わ
ざるを
得な
い。
とこ
ろで
、
ここで
当家組合と
記されて
いるのは
、当家を扶け
てい
っし
ょ
に賄の準
備を手伝う仲
間の
ことであ
る。
賄の費
用
一切は当
家が
負わねば
な
〉こ、
1、
F i H M
L
カ
しゅ
うし
の諸
準備
には
相当
の手
聞がいるか
ら、
このよ
うな
仲間
の協
力は当家に
とって
は有難
いし
、
また必
要な
ので
ある。
当家組合
の決め
方は、
大体
は地縁
的なも
のだ
と云う
ことだ。
石谷は
家屋が
かな
り密
集した
集落
だが、
組分
けをど
のよ
うにす
るかは
、古く
から
一定
してはいな
か
った
ょうだ
||
徳川期
の五
人組や明治以降
の行政的
な近
隣組織と
この
当家組合
とは整
合しな
い。
この
明治廿
二年の組
換簿
では
当家組合
、が六
組で、
第一t
五組ま
でが各五名
(戸)
、第六組
が
六名
(戸)
の計
三一
名(
戸)
であ
る。
そ
して、
この当
家組
合の記
載のあ
とに、
前述
のよ
うに、
当家順次と
して全
員
三一
名が年長順
に連記さ
れて
いる
。
この記
載形式
は、
昭和十七年
の組
換簿
まで
全く
変って
いない。
そして、
この
間の人
(戸)
数と組
数は
次の如
くで
ある。
宮座
の
社会人
類学的
調査
I
明治三
二年
三三
名
(戸〉
組
H四
一刀
f! 
ムノ
HH
大正
七
四
f! 
f! 
昭和
五
一九
f! 
八
f! (写真
D⑮t⑫参照〉
f! 
f! 
七
f! 
入
f! 
四
従って
、明治中期t大
正中
期ま
では
、三十
余戸
・六
組(一
組が五
、六戸
)
で宮
座
(村座)
の当
家制が組織運
営され
、昭和
初t中期
(第
二次
大戦前後
まで
)にな
って約四十戸
・入
組に
なっ
たわけである。
そして組
分け
は
一応
、
地縁
的
ハ近隣)
である、
が固
定せず
、その折々
の都
合で相
当の
出入が
あ
った
ょうであ
る。
そ
の詳
細は十
分に調べ
てない
が(
具体
的にどん
な事情や都合
で グルー
ピン
グさ
れる
か)、
とに
かく
地縁的な要
素が
重視さ
れた
ことは
確か
なよ
うだ。
当家組合
は、
自分
の組
から
当家
、が出たときに、
その当
家を扶け
これに
協力す
るため
のもの
だから
、地縁
(近隣)
による
協力が
最も都合
よ
いの
は当然だろう
。それと同
時に、
この
組合に年
令的な偏り
があまりあ
っ
五、
六戸
(名)
のこ
の組
合せに、
年令
n
世代
の適
当なバ
ラン
スがあ
る方
が具
合ょ
いとも考えら
れる。
当家組合と
い
って
も、
当人
組合と
して
の機
能もある
と思われる
から
である
。こ
うした
点
ても
まずか
ろう
。ある意
味では
、
を含
めて
、
こ の当
家組合
の組
合せ
(グ
ルl
ピ
シグ
)
の実
態を分析する
こと
が必
要な
のだ
が、
当面
はそ
こま
で立
入
って
調べ
てい
ない。
前掲
の五つの
組
換順次
簿からだけで
は、
これ
を明か
にし
得な
いので
、いま
は止む
を得な
い。
ところで
、昭和
二九
年四月
の組換順次
簿になると
、記載
の形
式が
それま
でと
違っ
てい
る。
(写真
D⑬⑬参照)
これでは
、まず初回当家
・山
田久吉と
あって
、すぐ
そ
の次に
当家
順次が
山田久
吉氏以下、
四一
名が連記
されて
い
五
宮座
の
社会人類学的
調査
I
るだ
けであ
り、
あとは
これ
ま
でと
概ね同様な当家
の賄に
よる常
例献立
の具
体的内容が
記され
ている
。
これ
はその次の昭
和四二年
十月
の場合も同様
で
やはり四
一名
の当
家順
次の連
記だけで
ある。
そして、
昭和
二九
年のもの
に
は他
に何の記
入もな
いが
、 後者
に は三
・四名
ず
つを
括弧
でくく
って
ある。
(写真
D⑮⑬参照〉
これは
、上述
の当
家組
合にあたるも
ので
、当家を扶け
る役割をも
っ仲
間である。
当家順次
の連
記をこ
のよ
うに、
数名
ずつ十
二 に細
分し
てある
のは
、とり
もなお
さず、
年令が
近い
同輩仲間
合唱E
B旦ぬる
ないし
は年
令組
守m
0・8
0
をも
って
、 従来
の当家組合
に替って
、 それと同
様な機
能を営ま
しめ
ようと
したこと
を示
して
いる
。昭和
二九
年の組
換簿に
は、
このよ
うな記
入はない
門5 )
が、
この
ときか
ら実質的
にそう変
った
のだ
というこ で
ある。
従って
、当
家組合
を前
述の如
く一
応、 地縁的なも
のと解釈すれ
ば、
これ
は地縁
的組
(近
隣組、
宮町m5
2・8
σ
から
年令組
(問問。E83
への
変化・
移行
である。
官座
の本
質を年
令階梯
制とし
て捉
えると
すれば、
これ
はある意
味
でナチ
ュラ
ル
な成行
きだとも云える。
他方、
宮座
がこの
石谷の場 合の
ように、
「株座」
でな
く
「村座」
とし
て早くか
ら開放的
(非閉鎖的)
な地域
(地 縁〉
組織
に
なって
いた
ところでは
、当家が
当家組合と
いう
地縁
(近隣
〉組
によ
って
裏
付けさ
れる
ことも、
また当
然の
こと
であろう
。
かくて、
この近
年の変
化・
移行
の意味を
どう理
解す
るかは
、難か
しい
間〈6)
題が含ま
れてく
るので
、差当
って
は問題
の指
摘だ
けにと
どめてお
きた
い。
なお、
石谷
のこの
当家と当
家組
合
に関し
て考
えねば
なら
ぬ問題
は、
通常
一 般の宮
座
においては
、当家は年
聞
を通し
て何
回か
の賄
づと
めがあ
り、
主
なも
のが
一、
二回
としても
、
その当
家
(当人〉
たる役
割が
一つ
の儀
礼的地
五
位(
同伊丹g-
∞S吉田)
として
一年間固定
し、
しかも
、その地
位が
当該個人
の
年令
階梯上昇
のための
必須な通過儀
礼的な意味をも
つの
に、
石谷
ではそ
う
では
ない
ことで
ある。
石谷
では
、
正月
(年頭)
・四
月(
春祭〉
・十
月
(秋祭〉
のそ
れぞ
れのしゅ
う
し毎に、
当家が
かわ
り、
当家
の賄
づと
めはその
一回
限
りであ
って
、他に較べ
れば
かな
り軽い
し、
しか
も当家組
合
の援助協力
さえ
ある。そして
、十余
年
の
(座
H当
家組換
の)
周期が
くれば、
一切
は御破
算に
な
って
、座員
の中に
は座員た
るこ
とを長
男や筆
に譲
って
、退座
(引
退)
して
ゆくも
のが
少なか
らずあり、
その当
該個人
の地
位の年
令階梯
的な上昇は、
ぢきに限
界に
きてし
まう。
再び
次の
周期も、
彼が
ひき
つづ
き座員
として
の
これ
ば、
年令
階梯上
の地
位は
上るが、
それは本
来、
当家づ
とめを
過去にお
いてし
たというこ
と、
必ず
しも
直接つ
なが
らない。
従って
、
この
石谷
の
場合
は、
周期的な組換
制をとる
ことによ
って
、当家
の実質的意味が
、
般
の宮
座の場
合とか
なり異る
と云わざるを
得ない。
このこ
とは
、そ
もそも当
家と
は何か、
さらに宮
座に
おい
て当
家制はどの
ような
本質的
意味をも
っの
か、
と
いう
問題
に直
接、
関連
して
くるから
、
いず
れ他の諸
事例
ともひき
く
らべ
て、もっ
と検
討してみ
る必
要がある。
なお、
この周
期 制に関
連して
想起される
のは
、東ア
フリ
カの年
令階梯制
にみ
られる
「円
環型
」
(ミ己目。
々旬。〉
の場
合である。
これ
は、
前節
の弓
削の注
(6
)で
触れ
た キク
ユ族
などが
「直線型L
Q宮g円
守旬。)
とされる
のに対
する、
もう
一つ
の類
型で、
ガラ
族
(南
エチ
オピ
アの
東ハ
ムま
たはク
シ系
牧農民〉
直線型
は
など
がその代
表的なも
ので
ある。
毎年、
思春期
の一
定年
令に達した
若 者が割礼
H成年式
で青
年戦士
階梯
に入
り、
そ
の後は
年を経
るに
つれ
て順
次、
階梯を上
昇して中
年施政
・老
年
(長
老)
祭司
の諸
階梯に至る
もので
、
わが村
落
(民俗〉
社会
でみ
られ
る若
者組
-中
年組
(中老〉
・長
老組
(衆)
とい
った組織は
一応
、
この
類型
でと
らえる
こと
が
でき
、
一般
に宮
座
は正にそ
うした
もの
だと見て
よか
ろう。
これ
に対
し
円環型
は、
少年
・見
習
(戦士候補
H未割礼
)・青
年戦士
(割礼期
のも
の〉
・中年施政
(割礼完了)
・老
年
(長老)
祭司と
いう
数個
の階
梯があ
って、
これ
らの
階梯の枠
組
(mE仏ろ
の上
を、
一定の名
称をも
っ集
団
(n -26
が一
定期間毎
に順
次上昇する
かた
ちをとる。
例えば、
Aと
いうクラ
スが
八年毎
に移
動上昇
する
と、
」の
場合は
五階梯だ
から
Q×SH
四O年で
Aクラ
ス
はすべ
ての
階梯を通
った
こと
にな
る。
そして
、父が
Aと
いうクラ
ス名
称の
集団
に所
属して
いれ
ば、
息子
もAな
る集
団名
称を
受継、
がねばなら
ぬと
され
ている
。
つま
り、
Aが四O年の
周期
で全階梯を
一巡
し終る
と、
Aなる
クラ
ス名
は再
び元に
かえる
ので
、息子は
その
ときに、
始
めて
最初
の少
年階梯
に
入る
ことに
なるわ
けだ。
これ
が円
環型と
よばれ
る類型
のものだ
が、
ここで
重要な
こと
は、
父が
年令階梯制
の上
で長
老階
梯に
ある限
りは
(引退す
るま
では
)、
息子は年
令階梯制
の正
式なメ
ンバ
とーして
、
どの
階梯
にも位置
し
得な
い、
というこ
とで
ある。
かく
て、
仮り
に生
れて
すぐ少年階
梯に入
った
ものが
あっ
たとすると
、彼は四
十才
で引
退するが、
彼が
二八
才の
とき生れ
た長男は、
この
とき十
二才
で始めて少
年階梯
に入る
ことにな
り、
以後
は二
十才
で見
習
・ 二八
才で
戦士
・一 ニ六
才で施
政者
・四四
才で長
老となり
五二
才
で引
退す
る。
また
、父 、が三四
才の
とき生れた次男は、
父が
引退
のと
き六才で少
年階梯
に入
り、
十四
才で見
習
・二
二 才で
戦士
・ 三十才で施
政者
・三
八 才で長
老と
宮座
の
社会人類
学的調査
I
なって
四六
才で
引退する。
さらに父
が四
十才のと
きに
三男
が生れた
とすれ
ば、
それは
父と全く同じ経
過をたど
って
、零才
で 少年
・八才
で見
習・十
六
才で戦
士・
二四
才で施
政者
・一 二二
才で長
老・
四十
才で引
退とな
るわ
けだ。
要する
に円
環型では
、年令階梯
に入
る年
令が
一定
せず
マ チマ
チで
ある
こ
と(
大体、
零t十余才
で十余
年の年
令幅が
ある)、
そして
引退
年令も同様
に
十余
年の年
令幅
があ
って、
しか
もか
なり上
限が
低
いこ
とが直
線型に
較べ
て
重要
な相異点と
して
指摘さ
れよう
。
この
ことは
、
正に
前述
の如
く、
石谷
の場
合に
おいて
、 私が
他の
一般
の宮
座に対
比して
触れた
ことと
同様であ
って
、 (但
し、
石谷
では
入座の下
限は他
と同
様に、
零才
でな
く十
五才
)、
一般
の宮
座を
一応
、直線型
の年令階梯制
と
いうカテゴ
リーで
捉えうる
とすれば
(先述
の 弓削
の場
合は、
その典
型的な
例〉
、石谷
の場
合を円環型
の範
時で捉える
こと
も可能な
のでは
なかろ
うか。
そして、
周期的
な座
(当家順次〉
の組
換と
いう方
式が、
円環
型の
周期と同
じよ
うな
効果をも
って
機能
してい
る点は、
見逃
しえな
い注
目すべ
きことで
あるように思
う。
つま
り、
父と息子
(石
谷では
家を
代表
する
長男〉
とが年
令階梯
制に
おいて
入れ換る
(継受
しあ
う)
ということで
ゐって
、
これ
は年
令階梯制
と家族
(わが
国ではイ
エ)
が絡みあ
う問
題だけに重要である。
父
と息子が同
時
に、
ある
いはす
ぐに連
続し
て、
年令階梯
制に
おい
て同 等に機
能しえな
い、
という
理念は、
直線型
にも
あ
る程
度
みられる
し、
イ
エと
深く
結び
つい
た宮座
においてはこ
とにそ
うだから
〈||
イエ
にお
け
る隠
居制
と
の関
連など
)、
この
問 題も宮座と
しては
十分に検
討すべ
き諸点を
含ん
でい
るなお、
前節注
(6
)
で触れた
ように、
直線型
のキク
ユ族
では、
年令階梯
五
宮座
の
社会人類学的
調査
I
制が
双 分組織と結び
つき
、
双分
間の
定期的
な政権
交代
の営
みによ
って
、父
と息子
が同
じ双分に所
属で
きぬことか
ら、
父と
息子の
二世
代連続
の政
梅参
与が
できな
い仕
組であ
った
。
これ
ほどではな
いが、
弓削
の場
合は、
父と長
男の異る
双分
(左
・右
〉
二世
代連続
しての上
格
(左)
維持
は
への
所属に、してみると
、右の考
察の限
りでは
、次の
よう
〈8 〉
な類比
が認められる
のでは
ない
かと
思われる。
不可
とする理念
がみ
られる。
ラ・
石谷
円環
周期制i父が
早く引
退して、
息子
にゆ
ずる。
〕 ガJ キク
ユ
・弓
削
直線
双分制|父
は永
くとどまるが、
息子は同じ権
限を
もた
ぬ。
しかし
、安易な
アナ
ロジー
は 危険な
ので
、
こうした
問題は他
の内
外の諸
事例
と比
較して、
さらに慎
重に検
討しな
くて
はならな
い。
主
(1
〉
かつ
ては
春祭は
三月
、
秋祭は九月、
とい
う
ように月日が現
A!と違
って
いた
時
期
も
あ
った
が
、
い
ま
はこ
の旧市
原村
一帯
はほ
と
ん
ど同じ
日にや
る
よ
うに
な
って
いる
。
なお、
その
他の
祭礼行事とし
ては、
三月二
四日の祈
念祭
・七
月十
五日
の恩
田 祭
・ 九
月十
五
日 の放
生祭
・ 十二月
十
日
の祈念
祭な
ど
がある
。
(2
)
白鳥神
社げらは現
在、
神田
(座
間)
はなく、
むかしもなか
った
とい
う。
ただ
約八
十年
ほ
ど
前
に
平地
の
立木林
が
約
一町歩
あ
った
が
、
乙
れは
売却処分
し
て
し
まった
。
一現在、
神社
の運
営は区
(部落)
から
の補
助と各
一戸
の負
担一拠出
でや
っ
てい
るが、
座のし
?
っし
(饗宴)
の賄は、
当然な
がら
すべ
て当
家が負担しな
くては
ならな
い。
後述
のよ
うに、
家に男の
子がなく
女
の子
ばかりで聾
とりの
場
合、
寄
がき
ても
次
の座
の
組
換
ま
で
は笠
は
義父に
換
って入
座
でき
ない
。
そし
て、
とれ
も後
述のよ
うに、
当家は年長唄に
あたる
から、
この
ように、
座の組
換が何
回かあ
って
も、
当該の
家を代表
して
同
一
人が
永い間ひき
つづき
座員に
と
どま
ると
、 必
然
的
に当
家
をす
る回
数
もふ
え
る
こ
とに
な
る
。
だ
か
ら
女
の
子
ば
か り
の
家は、
こ
う
な
る傾向が
つ
よ
く
、
何
回 も
当
家
をせ
に ゃ
な
ら
ん
の
は
、
かか
りが多
く
て
運が悪
い
、と
云う
。
" 
3 
変 換 よ
一 つ つ つ つ っ て つ つ 一 一 て て て 一 り }IJri り 現一 、 . 、
が
次
実
存
土 大 太 神 豆 沼 さ 御
い 昆 柿 栢 粟 府 当 な 簿 施 の器 根 は の 腐 〉 供 も 布 家 い の ) 最
/アー-------- し 箸 け ィー士一\ ゲヘ 営 の 記 の も
プL ー ( 九 二 " ブしつ 儀 で 載 末 jJj月 、 一 月 月 月 一 月 ー 入 、 lζ 尼 いニ G jj ニ 用 明 お l己 記月 ) ゃ 月 り 治 い あ 録
品 二 て ぷ で
二
も
\
あ
年 (
当
る
の 最 家 明も � �と 治の り ト 二
を 昭 玄 三
掲
手
口
晶
年
げ 哩 の の
て τ 営
当
お うE 例 家
く 白 献 組
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習
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換
立 の }I阪に 内 次主 容 簿、 は (大 、 明
筋 そ 治
は の 二
ほ 後 三
と の 年
ん 各 一
ど 組 月
一
月
三
月
九
月
ぷりさいらは は 大 も み
じ ぜ 豆 ち か
き 米 ん
稲穂大・小'叶刈JI
こも
弓矢角力
玄
米
御
幣
久勢h H J H J P 斗 J-ノ
王土
四
切身二
ケ
ケ
凹升
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丁
二対
十
六
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十
四
一
二 本 升
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/ー一一一~、
九 三 一 御
月 月 月 供
角 く 的
力 ぜ
右
一、
タ参り
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)ζ
の
写真
で、
氏名
の上に赤
マル
印
が付い
ている
のは
、
石谷から
一粁
北の
如
来部落
に居
住し
てい
るが石
谷地籍を
有する
もの
で、
乙の
如来は、
乙の
近辺諸
部落
から、
移住戸が集
って
で
きた比較
的新
らし
い約三十
戸の部
落である。
(5
〉
なお、
云う
までも
ないが
、
その
年に
死人が出た
家は当
家
にあた
って
いて
も
当家は
でき
ないし
、
当家組合
の
一員と
し
ての
手伝
いもでき
な
い。
当家が当家
とし
て
の賄
事つと
めをできぬと
き、
次の当
家順
次の家
に当
家が
ゆく
のか
、
それ
とも
当家組
合のもの
の誰
かが当
家を
ひき
うける
のか
は聞き洩
らした。
次の当
家順
次の家にゆくの
かもしれ
ぬし
、そ
の分
は当
家組
合で
何とか負担する
の
か
もし
れぬ。
そし
て、
乙の
昭
和二九
年以
後の新
らし
い
方式だ
と、
乙の
点
は一応
、
やりやす
くな
るようにも
思われる。
(6
〉
各年代
の
組換順次簿を多
少、
検討し
てみると、
古いもの
ほど
そうな
のだ
が
他出絶家
し
たも
のが
割に多い。
この
石谷
が八
日市に
近く、
都市
(化)
の影
響
が少くな
いこ
とを考え
ると、
十数年
t
二、
三十
年間
の家
の消長
・出
入
(他出
移入)
が、
先述
の諸
事例
に較べ
て多
い
のは
当然であろ
う。
してみ
ると、
十余
年ほど
の周
期で、
かなり
徹底し
た座
の組
換が行われる、
乙の
石
谷方
式の
「村
座」
の存
在形態
は、
乙の
ような変
動の多い村
落の場
合とく
に、
十分な
意義を
構造機
能
的にも
つも
のだ
と云える
のでは
なかろ
うか。
〈7
〉
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)未
聞社
会やか
つて
のわ
が民
俗社
会で、
平均寿命が
かなり
低いという
点も十
分考慮す
べき
だが、
差当
つ
ては
とくに考える、必
要もな
さそう
なので、
あえ
て
とり
あげな
い
。
宮座
の
社会人
類学的
調査
I
む
す
び
以上、
前二章
で四つ
の部
落の宮
座に
つい
て調
査結
果の
概要を
記述考
察し
た。
本稿を
ひと
まず終る
に当
って
述べ
てお
き
たい
こと
は、
宮座
の
祭儀権を
掌握
してい
る長
老
(オ
トナ)
の組
織と機能が
存続維
持される
ためには
、座
の運
営の実
質的裏
付となる物
的な基
本財産が
不可
欠で
はない
か、
というこ
とであ
る。
本稿
で扱
った諸
例でみる
限り
でも
、多羅尾
の長
田
(オ
トナダ)
、
鋳物師
の内
座の
田村
神社、
弓削
の阿弥陀堂な
どはそ
うし
た物的基本
財と
し
て座
運営
の経済的基盤
をなし
てきたも
のと思われる。
多羅尾
では
座株と
い
うか
たちで
強固な株
座組
織となり、
それが座
無し米
の慣行と
も結び
つい
て
村落
の階層構造
上、
重要な問
題となろう
が、
この
点
につ
いては
資料をも
っ
ととと
のえ
て再
吟味
したいと
思う。
鋳物
師の内
座の
地縁
結合
、が宮
座全体や
長老組
織とどう
いう
つな
がり
がある
のか
、まだ
検討
すべ
き問題が
あるが
、
宮田
(座
田)
がどの
よう
なかたちで田
村神
社や竹田神
社に結
び
つい
ていた
のか
、い
まのとこ
ろ資
料が
不十
分である。
弓削
の場
合の神
仏習合
の実
態は
、
組織
面だけで
なく座回
(寺
田)
など、
いま
少
し経
済的側
面から
の分
析が当
然、
なされな
くてはなるまい。
これ
らの諸
例にひき
くら
べ、石
谷では
、
カミ
なり
早く
から
このよ
うな
物的基本財が
乏し
く宮座運営
の 経済的基盤が
よわ
いために
、長老
衆の
祭儀権も確立
しなか
ったか
、ある
いは衰え
たも
のと
解
せられは
しな
いか
。
いず
れにし
ても
、
これ
らの諸
問題
は、
今後
に検
討さる
ベき
事柄
として、
いま
は示唆に
止めて
おく
次 第である。
はじめ
におこと
わり
したように、
調査日
程の都
合その他の事
情の
ため
五五
官座
の
社会人類
学的
調査
I
五六
に、十
分な資料
・事
実を入
手したとは云
い難
いが、
本稿
での
大筋の分
析に
は一応
、事たりる
もの
であった
かと思
う。
ここ
での分
析視角
は、
理論的
に
は私
が先
に発
表した
別の論
文
(「宮座制覚書」、
『民族
学からみた
日本
||岡
正雄
教授古稀記念論
文集』
昭和四
五年
、河出書房新社刊、
所収)
で、
その
枠組を
すでに示し
てある。
この
枠組に
もとづ
く予備的広域
調査が先稿
「滋
賀県
の宮
座の
現況」
である、
が、
それを基
盤な
いし
背景と
して
試み
た集
中的
調査
の結
果報
告の第
一部が本
稿であ
る。
前二章の叙
述
でもみら
れたよう
に、
本稿
は、
続い
て本
年度
(昭和
四六年
)
に実
施予定
の湖
西
・湖
北の調
査
とあ
わせて、
総括的
に検
討さ
るべ
き理
論的な諸問題
を少な
からず
含ん
でい
る。
従って
、本稿
のはじめに
でも述べ
たよ
うに、
本年度
の調
査結
果を第
二
部と
して
報告して
から、
そう
した
問題を
更に検
討する考
えで
ある。
本稿
で
考察不十分
な諸問
題は、
そのと
きま
で、
しばらくとど
めてお
く他は
ない。
しかし
、本稿
の叙
述考察
に
つい
て、御気
付の点
、御批判
は是
非、
参考
にし
たい
ので
、御高見を
いた
だけ
れば幸
である。
終り
に、
今回
の調
査に
積極的
に御協
力下さ
った
、多羅尾
の下畑
藤之
助
氏、
鋳物師
の若
村関之助氏、
弓削
の松瀬喜太
郎氏と山
中恒
市氏、
石谷
の松
吉 捨次郎氏
と松村伝次氏、
並び
に側
面から穏
々の御
便宜をは
かつて
下さ
っ
た信
楽町
教育委員会
の渓
逸郎氏、
蒲生町教
育委員会
の中
島予氏と
白井
誠行
氏、
永源
寺町役場
の松
村勝
一氏
、その他の方
々に厚
く御礼を申
上げた
い。
〔付記
〕乙
の調
査研究は
昭和四五年
度の文
部省科学研究費
及び
東洋大
学ア
ジア
・
アフ
リ
カ文
化研究所
の研
究費
の交
付をv
つけ
て実
施され
たもの
である。
(一九
七一年
一月三十日脱
稿)
A- l  多緩尾代宮所跡の森
A-2 代官屋敷の一部
A- 3 多羅尾郷新 回
A- 4 高宮神社参道入 口
A-7 左長座の帳箱裏書
A-l0 現在の座長議会記録
A-8 寛政十二年長控名寄覚帳
A-9 向上 座無 し米の記載あ り
A-12 右 に 同 じ A-ll A-I0 の記載内容
A-13 座田の落札記録
A-14 幕末期の長仲間積立貸附米規約
A - 15 前頁につ づ く 貨府米記録
A - 17 明 治36竿の座 の 収支決裁記録
A - 18 明 治40年に左長座へ 出 し た 玄米借用証書 A-16 明治中期 の 長積立米貸附
名 前帳
A- 19 大正期 の左長座積立米の借用証
A-20 向 上
B - 2 竹 田 神 社境内 の ‘ し ゅ う しべや'
B- l 竹 田 神社の社殿正面
B - 3 同 上
B - 4 二の 宮神社
B - 5  田村神社の森
B - 7 文化 ・ 文政年間 の 神 明 講 当 番帳
B - 6  田村神社 々 殿
B - 8 B-7 の記載
B - 9 明 治後期 の 田 村神社献燈順番帳
B - l0 現在の神 明講勘定候
B- ll B-l0 の記載
B - 12 広 畑
B - 13 野 神 さ ん
B - 14 現在の野神 当番帳の記載
C-l 阿 弥 陀 寺
C- 4 八幡宮跡の記念碑
C - 7 小 日 吉神社境内 の ‘ し ゅ う しベや'
C-9 し ゅ う しべや の 内部 C- 8 
C-l1  C - I0 
C - 12 烏帽子着の装束
C - 13 向 上
C - 14 向 上
C - 17 前 に 同 じ

C - 21 前 に 同 じ
C - 22 前 に 同 じ
C - 24 C-23 の記載内 容
C - 23 天保期 の生子年月 目 覚帳
C - 25 前 に 同 じ
C-26 前 に 同 じ
C - 27 前 に 同 じ
C - 29 、 湯立て' 行事
C - 28 松瀬喜太郎氏 (左〕 山 中要治氏 (右〉
C - 30 同 上
C - 31 向 上
C - 32 前 に つ づ く
C - 33 同 上
C- 34 怪 し ゅ う しぺや' で の し ゅ う し (着座を は じ む〉
C-35 座下 り 順の し ゅ う し の 折詰
D - l 白 鳥 神 社
D - 3  石谷 の 籍 り 座 (座小屋〉
D- 5 D-4 の記載 内 容
D - 4  明 治23年の 当家組換順次簿
D- 7 向 上
D- 8 同 上
D-9 前につづく
D-ll 左の記載内容
D-l0 昭和5年当家組換順次簿
D-12 向上
D-14 右の記載内容
D-13 昭和29年当家組投順次簿
D-16左の記載内容
D-15 昭和42年当家組換)順次簿
